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此
坎
に
最
近
我
國
に
於
け
る
短
期
淸
箅
取
引
の
著
る
し
き
發
達
は
之
が
歡
物
化
に
適
當
し
た
る
が
故
で
な
く
、
寧
ろ
之
が
投
機
取
^| 

に
適
0.
院
機
的
妙
&
と
投
機
的
分
子
が
火
故
る
诉
故
に
ル
な
ら
な
い
の
で
ぁ
る
。
則
ぢ
短
期
取
引
^
誅
の
趣
皆
と
^

結
见
奶
ぁ
る
。：

尙
此
の
外
に
短
期
取
引
の
賣
I :

尚
の
敬
加
し
た
理
由
と
しH

見
ら
：れ
る
.

0

は
':
'

短

期

取^|
に
被
寄
付
大
引
の
外
に
サ
ラ 

パ
が
ぁ
つ
て
絕
.ぇ
ず
取
^|
が
行
は
れ
る
こ
と
、
並
び
に
短
期
取
引
の
上
場
株
が
離
加
し
_

た
'

こ
，と
に
歸
因
す
る
,c
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な 

い
。
例
.

へ
ば
1

揉

式

取
'3
|

所
で
大
正
士〕

'
1

年
に
短
«

取
^|

を
始
め
て
開
始
し
た
時
は
僅
か
_

に
新
東
株
新
鏰
紡
株
00

ー
 

画
を
h

場
し
た 

に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
現
在
の
上
場
#

は
に
.

霞

株
'

鐘
紡
新
、
舊
、
H

糖
新
、.
明
俯
、
：大
連
株
商
、
日
昝
、
郵
船
新
、
麥
酒
新
、
露
 

折
、
日
產
、
日
石
、-:
南
滿
新
、
東
電
、
富
士
紙
新
'

王
子
紙
、
.の
十
六
種(

^

連
» '

商
、
日
魯
は
寶
帯
.
|1
-

.

屮)

に
增
加
し
て
ゐ
る
。

I

日

本

に

お

け

ろ

フ

ァ

ッ

シ

ズ

ム

の

槪

觀

' 

加

.

.パ
^

..I. 

V 

:

,

.

最
近
の
日
本
に
お
け
る
社
會
思
想
の
'特
微
は
、
左
|
|社
會
思
想
と
右
，翼
社
會
思
想
の
激
烈
な
闘
#

に
現
は
れ
て
ゐ
，る
。
そ
れ
は
、

マ 

ル
ク
、ゾ
ズ
ム
の
理
論
闘
爭
で
あ
る
と
と
も
に
、
マ
ル
ク
シ
ズ
.ム
に
對
す
.る
理
論
_
爭
で
あ
：る
0

/.
.こ
の
左
繁
思
想
と
右
龔
思
想
の
對
立
と
，
 

お
黧
思
想
の
變
質
一
-外
觀
的
ま
た
は
內
容
的
な
石
-
—

に
こ
そ
彳
吾
冷
枕
現
代
ロ
本
肋
會
思
想
の
特
徵
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。。

こ
の
こ
と
社
、
最
近
の
日
本
の
社
會
的
情
勢
の
上
か
ら
明m

に
說
明
し
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徵
の
本
質
を
も
把
握
し
得
る
の
で 

あ
る
が
，
C
の
社
會
的
情
勢
と
と
も
杧
、
社
會
思
想
、
：跦
に
マ
、ル
タ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
.

發
展
を
觀
察
す
る
と
き
、
11

に
.よ
く
こ
れ
を
理 

解
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
？

‘ 

'

 ̂

r
 

,
:■■
;
パ
 

h 

' 

.

:

日
本
最
近
0

經
濟
的
並
に
社
#

的
發
展
ぬ
段
階
は
明
r4

に
獨
ボ
資
本
主
義
で
あ
る
o

::

こ
の
：段
階
に
田
本
が
入
つ
た
の
は
，
歐
洲
大
戰 

以
後
の
；現
象
で
あ
る
0

現
在
の
.日
本
の
*

會
思
想
、.
殊
に
.

マ
ル
へ
ク.シ
；ズ
：今 

今
n

x
fe

至
つ 

て^ ;
る
0

:

.

世
振
大
戰
の
結
艰
に
お
る
日
本
«

エ
_

れ
異
# ^

な
進
展(

«

需
^.
«

に
他
國
0:
^

^-
^

« :
;

へへの#

入
_

に
よ
る〕

は
フ

•'
0

本
に
却
け
る
フ
プ
サ
>
ズ
ム
の
槪
觀
' 

H
I

■九

C

1

5

S



1!:ネ
に
昶
け
多
フ
ァ
タ
シ
ズ
ム
の
槪
觀 

：
 

四
0

(

ニ

六
8
 

—

, 

業
$

次
方
ろ
！擴
漲
で
.あ
る
と
:̂
名
に
、
:0
本
資
本
主
義
忙
お
け
名
顯
著
な
资
本
集
横
の
：祺
實
'と

し

て

現

は

れ

た
-°
資

本

の

集

積

と

坐

菝
 

の
瀾
龈
は
他
方
に
お
い
て
無
產
者
的
要
素
の
*

大
で
あ
る
。
こ
の
と
き
西
洋
諸
國
に
.は
パ
從
來
の
資
本
主
義
に
對
す
る
無
產
者
階
級
の 

攻
擊
は
倾
潜
な
る
も
.の
.が

あ

り

、
，
そ

の

結

艰

梁

命

の

波

は

全

世

界

：
に

揚

っ

た

？

.1

九

，
一

七

年

の
.
口
シ
ァ
箪
命
、
'
1
九

：1
八
年
に
.
4け
る 

中
撳
諸
國
の
#

命
が
あ
つ
た
。
我
が
國
に
お
い
て
も
、
生
產
擴
張
後
に
.お
け
る
歐
米
生
產
界
の
.漸
次
的
囘
復
と
と
も
に
、
恐
慌
の
第一 

#

を
#

み
出
し
て
"
ゐ
た
。
.無
產
者
曆
は
：
世
界
.の
革
命
的
運
動
の
高
揚
に
、
そ
の
：前
途
.に
光
を
見
た
の
で
あ
る
。
彼
等
：の
'-
|
光」

は
社
會 

主
義
で
あ
つ
た
.0
.社
畲
主
義
は
、：
こ
の
^

き
か
ら
齊
及
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
0 

,
 

,

:

,0
本
に
お
け
る
社
會
主
義
枕
こ
.の
以
前
に
^

あ
-
っ
た
。
吾
々
は
旣
に
明
治
初
年
に
ツ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
コ
ム
ミ
.广
1-
ズ
：ム
の
名

さ
れ
た
こ
と
知
つ
て
ゐ
石
。
明
治
十
年
代
に
は
ロ
シ
ァ
、
.ド
イ
ツ
.

の
社
會
主
義
的
無
政
府
主
義
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
.と
こ
れ
に
對
す
る
鎭
腿 

策
に
關
す
る
幾
多
の
新
聞
報
遒
を
見
る
こ
と
.

が
出
來
る
^

、
ま
た
ニ
.
十
年
時
代
.
に
は
、
旣
に
、
社
會
主
義
に
關
す
る
可
成
に
ま
と
ま
っ 

た
.
著
述
さ
べ
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
三
十
年
代
に
は
、
社
會
民
主
黨
の
創
立——

創
立
直
後
結
社
禁
止——

や
、
そ
の 

一m

の
日
露
戰 

ハ♦

常
時
に
お
け
る
.
反
戰
遝
動
な
ど
が
あ
っ
た
。
社
#

主
義
の
陳
營
は
可
成
に
活
氣
を
呈
し
た
。
け
れ
ど
も
明
治
四
十
ニ
苹
の
火
逆
^
件 

は
、
そ
の
活
動
の
す
べ
て
を
腿
殺
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
0

日
本
社
會
遝
動
の
暗
黑
時
代
は
來
.た
:0
:

こ
の
暗
黑
時
代
は
、
わ
ず
か
に
、 

火
正
七
八
年
以
來
M'

生
の
路
を
迹
っ
た
の
で
あ
る
。

：

大
正
七
八
年
に
社
俞
主
義
SI

生
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
實
踐
と
し
て
.
は
極
め
て
微
弱
'
で
あ
.
つ
て
、
；主
.
と
し
•て
啓
蒙
と
し
.
て
の
意
義 

を
持
っ
て
ゐ
た
。
大
正
七
八
年
以
後
に=

本
に
流
布
し
た
社
#

主
義
は
糚
々
糙
々
で
あ
る
。
第
：

I

に
從
來
の
社
#
生
義
陳
營
か
ら
聞
え

: _ : 丨

て

來

た

も

の

は

、
.社

會

议

主

主

義

の

叫

び

で

'あ

り

、

第

ニ

.に

政

治

的

抑

臜

に

對

す

る

反

動

と

し

て

の

サ

ン

.デ

ヵ

リ

ズ

ム

で

あ

り

、

ア
ナ 

ア

キ

ズ

ム

で

あ

つ

た

。

英
國
の
フ
ュ
ビ
ャ
一
一
ズ
ム
も
、
ギ

ル

ド

社

會

主

義

も

紹

介

さ

れ

た

。

當

時

ま

：だ

誕

坐

し

て

.間

も

な

い

勞

働

運

®)
の 

諸

團

體

は

こ

れ

ら

の

社

#

主

義

思

想

に

啓

蒙

さ

れ

た

。
’
そ

れ

は

ま

だ

1
僩

の

銃

.一

.的

指

導

の

原

理

た

り

得

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

寧

ろ

佌 

见

の

^

運
動
の
.高

揚

に

對

す

る

ィ

ン

テ

リ

'チ

ン
チ

ャ

の

知

識

的

反

應

を

承

し

た

も

の

と

見

る

ベ

き

も

の

で

あ

る

？
.
 

•
.

:
:

し
：か

る

に

、

一：
九

一

七

年

に

そ

の

政

權

を

獲

将

k

た

a
.

シ

ア

共

產

黨

は

、

漸

次

に

反

革

命

運

動

を

抑

腿

し

て

ブ

.口
'
レ
：タ
リ
.ア
獨
裁

を 

確

立

し

，た

。

こ

0
:典

產

黨

の

,»
シ

ア

に

お

け

る

勝

利

は

、

そ
の
.隣

國

た

る

わ

が

國

に

絕

大

の

影

響

を

及

ぼ

し

た

？

ロ
シ
T

に
お
い
て
：、
.
 

マ
■ル
，ク

ス

主

義

政

{
#
の

政

權

は

確

立

.さ

れ

た

。

こ
の
#

實

は

，

マ
.
ル

ク

シ

ズ

ム

o
普

及

に

大

な

る

H
.

ネ
ル
.ギ

1

と
，な

つ

て

現

は

れ

，た
の 

で

あ

る

。

い
ま
ま
で
、，
單
な
る
ィ
ン
テ
”
ゲ
ン
チ
ャ

の
知
的
反
應
に
過
ぎ
な
か
つ
た
社
會
主
義
は
、
'マ
'ル
ク
シ
ズ
ム
に
お
い
て
、
大
.な
る
實
踐 

牲
の
挤
在
を
明
確
に
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
マ
ル
ク
■シ
ズ
ム
の
實
踐
性
呔
、
^
他
の
社
會
主
義
を
漸
次
に
克
*
し
た
0
现 

論
的
に
も
、
，
マ
ル
タ
.シ
ズ
ム
は
、
ゲ
ナ
ア
ギ
ズ
.ム
や
ギ
ル
ド
社
會
主
義
や
、

フ
ビ
：ャ
一
一
，ズ
ム
に
#

つ
て

ゐ
た
し
、
そ
，の
..蓮
動
方
法
に
お 

い
.て

-？
)〔

優
秀
で
.あ
つ
た
:0
.
: 

V 

■

:

マ
，ル
ク
シ
ズ
ム
が
、
#
_
と
し
て
の
社
會
主
義
を
克
服
し
、
そ
の
克
服
さ
れ
た
勢
办
と
と
も
に
、
：實
踐
的
運
動
に
向
つ
.た
こ
と
は
い 

ふ
ま
で
も
な
，い
。
た
r
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
、
そ
の
現
は
れ
と
し
て
社
#
民
主
主
義
を
持
つ
て
ゐ
る
し
“
ま
た
共
畠
ま
義
を
持
つ
て
ゐ
る
。 

こ
、

に
，い
ふ
マ
ル
ク
シ
_ズ
.ム
と
は
ロ
シ
ア
共
產
由
義
を
意
味
す
る
.
0こ
の
マ
ル
タ
シ
ズ
ム
は
、
：社

..
#
民
主
主
義
と
も
闘
爭
し
た
？
社
會 

日
本
に
お
け
る
？
ァ
f

v
ズ
ム
の
槪
數 

四 

一
 

ニ

|
六
：ご



H

木
に
お
け
る
フ
ァ
ク
シ
ズ
ム
の
槪
觀

 

5

1

(

r

六
ニ)

1 

' 

民
主
主
義
は
？
そ
.の
發
達
上
、
普
通
に
ぼ
、
.成

熟

.1
>
た
>マ
：ル
ク
シ(

ズ
み
と
い
は
れ
る
1

の
セ
あ
る
が
、
社
會
民
主
主
義
は
.マ

.
殊
にH

:

ン
ゲ
'ル
ス
が
英
米
並
に
西
歐
諸
國
に
：お
げ
る
民
主
主
義
政
治
S

M
値
を
稍
評
價
し
過
ぎ
た
點
を
敗
ic
强
調
し
て
主
張
さ
れ
.た
議 

.

:

會
主
義
で
あ
ゐ
。
し
か
、る
に
、
日
本
に
お
け
る
無
產
階
級
の
議
會
政
治
上
に
.お
げ
：る
勢
カ
狻
得
の
可
能
性
は
殆
ん
.ど
皆
無
と
い
つ
て
差 

支
な
い
。
こ
の
點
'か
ら
、
日
本
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
、
パ
ァ
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
.ム
'の
社
會
民
主
主
義
を
離
れ
て
、
共
產
主
義
に
向
つ
た
の 

で
あ
る
。
無
®

級
そ
の
も
の
が
ぃ
組
織
を
缺
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
は
、
非
議
會
主
義
の
傾
向
0
現
.は
れ
る
0'
は
當
然
の
こ
：と
と
い
つ 

, 

.
て
差
支
な
い
0
:か
く
の
如
く
し
て
、
.日
本
の
マ
.ル
タ
シ
ズ
ム
は
、
共
産
主
義
の
意
味
に
お
い
て
、
社
會
思
想
界
を
殆
ん
ど
.畠

し

た

と

い
づ
：て
ょ
い
。
そ
0
占
領
对
、
大
芷
十
ニ
年
の
震
災
當
時
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
0
ぃ 

.

,. 

ニ
_

.
々
ル
ク
.シ
ズ
ム
に
ょ
る
日
本
社
會
思
想
界
の
占
領
は
^
腺
さ
れ
た
の
で
.あ
る
が
、
日
本Q

.

.マ
ル
ク
ス
主
義
陣
營
內
及
び
そ
CD
.外
部
か 

ら
.の
論
爭
.は
と
れ
か
.ら
ー
.曆
の
激
し
さ
を
加
へ
た
と
い
，つ
て
ょ
5

0
こ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
單
な
る
紹
介
で
あ
り
、
そ
の
思
想 

體
系
の
優
秀
な
る
が
故
に
、/
他
の
社
會
主
義
を
克
服
し
得
たQ
で
.あ
る
。
今
や
、
：
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
、
そ
の
競
#
的
思
想
と
の
岡
爭
で 

は
な
く
、

マ
ル
ク
シ
ズ
A
内
部
に
お
け
る
認
識
の
進
展
に
關
す
る
_
爭
と
、

マ
ル
'ク
シ
ズ
A -
を
敵
と
す
名
階
級
の
理
論
的
鬪
邵
を
行
は 

ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
0
_こ
の
_
爭
過
程
こ
そ
現
代
日
本
の
社
會
思
想
の
特
徵
を
語
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

_

周
知
の
や
ぅ
に
、
.
.マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
單
純
な
思
想
體
系
で
は
な
い
。
そ
れ
は
今
日
免
で
樹
立
さ
れ
た
思
想
體
系
中
最
も
複
雜
な
も
の 

.

で
あ
る
,0
そ
れ
は
理
論
的
體
系
で
あ
る
が
故
に
ま
た
實
踐
的
體
系
で
あ
る
と
考
，へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
，理
論
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
唯
物
辯

證
法
，

Q

哲
學
を
菡
礎
と
す
^M

太
#
观
界
觀
1C
そ
の
.基
礎
を
置
く
，

.

先
.づ
记
本
に
：お
け
る
：マ
ル
ク
シ
ズ
ム
は
經
濟
理
論
七
じ
て
紹
介
さ
れ
た
;'
°

そ
の
基
礎
は
.勞
働
價
値
論
及
び
餘
剩
慠
：©

1
で
お
名
。

マ 

ル
ク
シ
：ズ
ム
：の
理
論
と
し
て
價
値
論
が
.重
要
性
を
持
っ
_て

ゐ

る

こ

：
と

，
は

、
：
否

定

虹

來

な

〈

い
.が
、
そ
の
最
も
恶
礎
的
な
も
の
で
^

い
こ
と

だ
：

へ
.る
。
笫
一
1
そ
机
は
唯
物
史
觀
.と
し
て
、
紹
介
さ
れ
'た
-:
'
.
9
:
そ
の
紹
介
は
極
め
：て
：素
撲
な
唯
物
史
觀
で
あ
.っ
て
、
そ
0

菡
礎
で

.

.

.

. 

. 

' 

•

あ
る
«
篇
證
管
は
未
だ
断
れ
る
こ
と
が
な
か
つ
：た
0
.で
あ
る
.
0
-
:
要
す
る
に
、
：
-0
本
杧
拎
け
る
マ
ル
>

シ
^

^
 

.fv

ル
タ 

シ
ズ
.ム
の
斷
片
的
紹
吩
で
あ
.っ
'た
;°
從
っ
て
、
'こ
れ
に
對
す
る
反
對
渚
側
：の
論
爭
も
、.
ま
た
ざ
う
で
あ
っ
た
o
:マ
ル:

ク
ス
«
値
論
に
關 

す
る
#

&
は
、
數
年
の
長
き
に
渉
：つ
'て
ハ
マ
ル
>
ネ
主
義
者
と
反
マ
ル
ク
ス
，主
_
者
と
の
間
に
行
は
れ
た
が
：、
.そ
れ
は
1

:マ
，
本

ダ

.ス

主

義
か
ら
遊
離
し
た
M
値
法
則
の
論
#
で
あ
り
、
殊
に
反
對
盏
側
に
.も
•
擁
護
者
測
に
も
、

マ
ル
：ク
ス
價
値
論
を
論
ず
る
に
當
っ
て
、
资

, 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

: 

'
 

■

.

本
論
の
：#
成
を
も
顯
み
ぬ
者
さ
へ
あ
ゆ
た
。
唯
物
史
觀
に
っ
v>
て
も
さ
う
で
あ
.る
。
軍
純
な
物
質
ー
.
.元
論
を
.主
張
じ
た
り
：
物
心
エ
元 

論
に
ょ
っ
て
批
判
1>
た
り
す
る
か
、
.：ま
炎
は
、
經
濟
に
對
す
る
倫
理
を
强
調
す
る
：と
い
ふ
や
う
な
道
德
©

ユ

場

に

過

ぎ

な

か

づ

, ^
.。
一

 

.

こ
の
斷
片
的
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
對
し
て
、'
銃
ー」

：的
觀
方
を
敎
へ
た
の
：は
、」

唯
篇
證
法
に
對
ず
る
.注
意
の
噢
起
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、 

福
本
和
夫
氏
'<
0
貢
献
：で
あ
る
？
福
本
氏
の
立
場
は
今
.
0部
ぉ
い
弋
は
、"：珍
ら
し
い
觀
方
で
:%
な
^
1>
^
そ
れ
.が
浩
千
の
誤
國
を
持
っ
七

ゐ
る
こ
士
は
、
；廣
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
；る
で
あ
，る
が
、.
'彼
が
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
一
か
^
學
と
し
.て
解
釋
し
、
.こ
れ
を
體
系
的
に
理
解
し

• 

.

.

. 

.

.

.

■•
.

や
う
と
し
た
點
は
、「

ロ
.本
：

r

ル
.タ
ク
ズ
.A
史
に
特
筆
£
値
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'0
ぺ
.
:ン

/ :

■ 

• 

.

.

.

.

.
 

'

マ
：ルv

タ
ズ
i
CD
銃

t

的
把
握
は
、
：：そ
.の
實
踐
運
動
と
^
て
も
現
は
れ
：て
ぬ
る
々
：左
翼
無
産
政
黨
の
.活
動
が
こ
れ
で
あ
^;
。
而
^

5

“
本
.に
和
，け
s:
;
フ
ァ
；ツ
.シ
X

4
の
.傲
！

s

ベ
 

.

§
v

a

r

s)

■  ̂

I

I
I



日
沐
に
お
け
る
U

I

觀 

.四

四

(

ニ
六
四)

マ
ノ
ク
シ
ス
ム
.
•©
%

1

柳
把
握
枕
，
.現
在
‘；に
お
い
^
も
、
尙
ほ
#
く
の
論
维
の
餘
地
を
殘
じ
て
ゐ
る
が
1-

マ
ル
.ク
'ス
虫
義
の
他
の
思 

ま

：に
對
す
る
砸
論
鬪
雜
を
庇
盛
な
：ら
し
め
た
。

-
ル
：ク
ジ
ズ
ム
は
、
單
裏
本
主
義
經
濟
を
解
剖
批
判
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
上
勝 

翁
禮
に
膘
す
る
,?
>
の
€

の
批
判
の
眼
高
け
て
來
た
0 

.
,

へ
マ
ル
ク
ス
'の
マ
:^
ク
シ
ズ
ム
糨
減
は
、
衆
敎
批
判
&
學
批
：判
か
ら
始
ま
0
て
パ
^

お
け
る
マ
>

ク
シ
ズ
ム
の
活
動
.は
、
■社
會
の
I

奮

f

蕾

亿

始

|

>
政
治
に
f

、
.そ
の
他
？

デ
，オ
，
ギ
丨
に
及

i

で
ゐ
る
ゃ
_

霉

主

義

經

濟

，の
批
判
は
、
：
マ
ル
ク
ス
.

I
が

舊

紹

f

時
代
か
ら
始
め
ら
れ
：て

ゐ

衾

、
今
や
そ
れ
が
無
產
政

f(

嘗
及
び
訊
合
法
の
.

)

と
し
て
霊
す
る
に
.及
ん
で
、
政
治
の
批
刺
に
移
っ
た
。
し
か
し
て
更
ら
に
文
藝
の
.批
判
、
宗
敎
の
.此
判
に 

茧
つ
ヴ
ゐ
る
。 

•
.

力
力
國
に
お
ガ
る
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
學
の
主
張
が
わ
が
彥
に
與
へ
た
、

V

ク
は
養
太
で
f

、.文
學
の
社
俞
性
並
.に
實
踐
性
を
明 

部
に
し
た
4

の

ま

る

。
そ
れ
せ
感
S

上
か
らq

マ
ル
ク
シ
：ズ
ふ
へ
I

育
と
し
た
效
艰
が
あ
る
。
現

奪

は

、
そ
の
流
行
期

を

過 

ダ
て
’」

展

..
:

|
形

. #
に
あ
.る

力

W
て
は「

太
腸
_の
.な

ぃ

，街

し

の

如
.t
徒
作
を
出
し
て
.ゐ
る
.。
' 社
會
的
行
動
に
對
す
る
感
情
の
塞
性 

を
認
識
す
る
も
；の
は
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
生
義
に
お
け
る
文
學
.批
判
並
に
文
學
的
|

の
.重
耍
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。：

■
.

囊

批

刹

は

、
'反
宗
敎
懇
と
し
て
現
袖
れ
て
ゐ
る
。
囊

の

..阿
片
性
を
暴
露
し
、
囊

の

®
級
的
利
用
に
■反
對
し
て
、
民
衆
を
諦 

め
か
> 

a
i:f
せ
し
y
る
に
お
い
て」

墨

な

-
X化
齡
#
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
も
、

マ
ル
ク
ス
ま
義
の
®
敢
な
圖
.爭
が
旣
成
宗
，
 

敎
家
忙
與
へ
た
シ
^
ク
は
ま
と
と
に
大
^
あ
る
？

/
(
- 

( 

- 

e
r
f 

K
 

r
r
j
t
r
s
n
H
M
M
r
f
r 

t

i

か
く
て
、

マ
ル
ク
‘

V

ス
ム
の
現
代
社
會
に
對
す
る
翁
は
、

ー
應
そ
の
全
體
に
«]
!
き
渉
つ
た
觀
が
あ
る
0
そ
れ
は
、
'經
臂
、
政
ム
ヲ 

麵
術
、
宗
教
の
全
體
に
涉
る
綜
合
的
批
判
が
成
立
し
來
つ
た
の
で
あ
る
。 

ノ

こ
の
線
合
社
會
批
判
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
實
踐
性
を
呼
び
覺
ま
し
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
そ
の
理
論
_
宰
を
如
何
に
、
 

遂
行
し
そ
の
實
際
運
動
を
勿
何
に
す
べ
き
か
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
達
し
た
。
近
年
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
^
陣
營
に
お
け
る 

谶
術
硏
究
は
.こ
の
現
は
れ
で
I

O
從
來
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
殆
ん
ど
そ
の
全
部
を
1 '
|

£
歡

と

纂

議

に

費

し

て

來

た

が

、
現 

在
の
マ
ル
ク
ス
生
義
は
そ
の
實
際
連
動
に
お
け
る
職
術
の
問
題
を
筮
耍
視
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
.の
運
動
が 

旣
に
理
論
の
時
代
か
ら
實
踐
の
時
代
に
移
つ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
襄
實
の
反
面
の
證
明
と
し
て
は
、
昭
和
三
^
以
降
の
極
左 

m
運
動
の
！5:腮

等
を
擧
げ
る
こ
i
が
出
來
る
だ
ら
ぅ
。
要
す
る
に
マ
ル
ク
ス
主
義
は
理
論
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
實
際
の
問
題
と 

な
つ
た
の
で
：あ
る
0

• 

•

以
上
の
叙
說
は
本
論
に
對
す
る
序
論
的
の
意
味
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
詳
細
を
盡
し
て
ゐ
な
.い
。
こ
の
方
面
に
お
け
る
詳
細
を
知
ら
んW

ず
丨 

る
方
は
次
め
參
考
辔
を
見
ら
れ
ん
こ
ミ
を
菌
む
。
似
し
、
こ
の
參
考
書
目
も
手
に
入
り
具
い
も
の
の
み
を
擧
げ
て
置
い
た
0 

、

一
石
川
旭
山

(

三
四
郞〕

幸
^

秋
水
補
.

日

本

社

會
主
義
臾
平
民
新
聞
I#

治
四
十
苹
一
月
ニ
十
日
^

—

间
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
速
載
、

出
^

文

化

金

決
i l
t
l
會
篇
三
一
.ー
一
一
-
三
七
0

H

ニ
石
川
旭
山
社
會
主
_
史
新
日
本
史
お

i

茁
朝
報
社
發
行
：
所
收
こ
の
一
夂
は
■

一
 

の
僧
訂 

三

片

山

潜

、
西
川
光
ゴ
郞
典
著
日
本
の
_勞
働
連
励
0
明
治
ー
ー
一
十
四
苹

)

明
治
文
化
全
.集

社

#

篇

1

六
一
贳
以
下 

四

U I

路
愛
山
现
時
の
社
會
問
題
及
如
社
會
生
義
者
し
獨
立
評
論
明
治
四
十
一
年
.

明
治
文
化
全
集
.
社
會
篇
三
七

5-
-
以
下
.

卩
,

命
澴
ツ
ケ
：''
y
シ
.

四

五

.
C
I
1

六
芄〕



.

日
本
.に
如
け
&

>
'
ア
ツ
シ
ズ
ム
©
槪
顔 

.四

六

：

(
1

1
六
六

>

五

:0

本
社
會
主
義
文
献
/

靡

樹

.

.大

原

社
.#

問
題
研
_

所
_

ジ

.
ゾ 

；

:

:

:

六

祯

_
光
邺
著
;'
:
:咐

訂

：.
日
本
社
會
主
韻
逦
動
嗖
|

|

話
；.
呢
和
六
部
-

ぐ
：：
：
：
、

七
社
會
科
學
特

_

'.

白
本
社
會
生
義
史

'

改
激
社
.

.

：
|^

和
三
部

:'
:

:

'
.

:

>

 

.

 

:

:

八
岡
陽
之
叻
著
；

.
日
本
社
會
運
励
史
昭
和
ニ
年
：

,:

九
河
脲
密
著
.わ
が
國
に
於
け
名
勞
働
問
屬
昭
和
六
年

.

^

 

:
-
: 

一
：

/

:

■
•
'

一〇
，
赤
松
克
鹰
著
日
本
勞
働
運

ff
i
j
j發
達
史
•
.
大
芷
十
四
年 

•

:

-
<
 

•

.
 

.-.
•
 
.
;
 

*

 

:

 

.<

 

•

 
•

 

•

 

.

.

.

 

*  

..
 

•

1
,
1
.

V

松
岡
稳
著
.
日
本
赞
働
組
合
運
動
發
達
史
前
編
：'昭
和
六
年
'

'
.

■

へ
'
.
：
.
'
:
.
:
.
.
:
.
.
:
:
:
.
- 

く
“ 

. 

ニ
ー
淺
姆
研
眞
述
日
本
勞
働
運
泐
小
史
大
芷
十
五
年 

.

T

三

大

田

黑

年

坍

編
0

木
左
黧
運
励
小
史
昭
和
四
苹

,

”
.1

四

，河
，
密
等

^ '
V

日
本
触
* :

'

政
黨
史

.

昭和六年、

 

：

.

.

 

:

•:’：
1
..五

.
古
賀
進
著
ン
最
近
日
本
.の
勞
働
運
励
大
疋
十

1
绿

'

'

.

.

:

.

て

.
：
、

：
,

.

 

/

1

•
六

i

村
秀
次
著
、■
日
本
勞
働
組
合
評
議
會
史
.
'

'

ニ
.声

.昭
和
セ
年
.

；

.

,

/■
■

.

.
•

.

ン

: '
.
'
.

:

.

,

.

;

一
八
-
小
康
保
太
郞
箸
左
翼
勞
働
組
合
運
動
昭
和
五
，年

/
 

- 

.

.
■
一
 

：
 

, 

* 

i

 

.

.4

.
九
、
>

揚
社
編
線
福
一
日
本
共
產
黨
小
史
昭
和
六
年

■ 

' 

::  

ニ
.？

ー
山
掛
淸
驾
郞
著
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
女
_

運
動
史
' '

昭
和
面
苹「
> 

.

.

:

 

ニ

：〕

：

： 

■
•

マ
ル
ク
ス
主
義
の
普
及
は
所
謂

n

思
想
國
雛」

を
意
味
す
な
.も
の
で
あ
.
る
。
'

三
* ;

ー：衣
事
件
.に
際
し
て
.時
の
首
相
田
中
義
一
成
.は
、
次
の

如
ぎ
聲
明
を
な
し
て
ゐ
る
0「

事
仰
§
的
容
は
金
：甄
無
缺
の
國
體
を
极
本
的
、に
變
苹
し
で
、熒
働
階
級
の
獨
栽
政
治
を
樹
立
し
' 
そ
の
根 

本
と
し
ゝ
て
カ
を
^
^
.ロ
.シ
ァ
0.
擁
謹
及
淡
各
植
與
地
の
党
金
な
る
獨
立
等
に
致
し
、
以
て
共
產
主
義
社
龠
の
實
現
を
期
し
、
當
面
の
政 

衆
と
し
て
、
取
命
を
遂
1T
:
す
る
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
而
も
、
國
體
に
關
し
、
國
玛
の
.口
に
す
る
だ
に
憚
る
べ
き
骚
處
な
る
生
張
を
印 

刷
し
て
、'
各
所
に
宣
傅
颁
布
し
た
る
に
至
っ
て
は
、
：不
逞
狼
藉
、
へ
言
語
遒
斷
の
次
笫
で
.无
人
俱
.に
許
さ
ざ
る
惡
虐
の
所
業
で
あ
る
0」 

S

.1)

而
し
で
何
故
に
.か
、
る
國
家
の
迆
礎
を
危
4
せ
ん
と
す
る
險
惡
の
.思
想
が
發
生
し
た
か
と
い
へ
ば
，
そ
れ
は「

輓
近
外
來
惡
思 

想
の
'流
傅」

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の「

甘
言
美
.辭
，
.の
.
.誑
惑」

に
あ
る
。
故
に「

政
府
は
今
囘
の
事
件
を
機
と
し
、
各
方
面
に
わ
た
り
、

.
 

M
に
最
善
の
擧
措
を
施
し
、
：應
に
文
敎
の
：振
與
を
謀
り
、
啬
年
學
生
を
善
導
し
て
、
拔
本
塞
源
の
遒
を
講
じ
た
，

5

と
思
ふ」

と
い
つ
て 

ゐ
る
。
®

一一じ當
時
の
文
相
水
野
鍊
太
郞
氏
も
同
檫
：：の
_
令
ヒ
發
し
て
が
る
。
孽
三)

後
に
濱
ロ
縱
幸
氏
の
如
き
も
，
そ
の
罾
述
に
お
い 

,
.て
次
の
や
ぅ
に
.い

-0
:

て
ゐ
：る
0〉「

我
>
ば
政
治
上
敎
育
上
及
び
社
會
上
、
七
€>
'
他
_
«
の
施
設
を
講
ば

し
、
國
民
精
神
.の
作
與
に
勉
め
交
公
明
な
る
，政
治
を
行
ふ
こ
i

に
傲V

、

國
段
思
想
を
啓
導
す
る
事
K
取
念
致
し
て
居
る
の
で
’お
る
0 

之
と
同
時
に
：
荀
も
我
國
體
の
太
本
を
破
壌
せ
.ん
と
す|

る
が
如
き
、
.不
逞
不
法
の
行
爲
を
緣
す
者
に
释
し
て
は
、
进
の
命
灰
.る
.と

こ
ろ 

に
從
ひ
>
斷
.平
た
る
態
度
を
以
セ
.^
;震
的
に
之
が
取
締
を
勵
往
し
：て
居
る
(0
:で
あ
る
0
然
るi

r

近
時
靑
年
學
生
に
し
て
、
共
產
黨 

翦
他
：に
連
座
せ
る
者
多
數
を
見
各
に
至
り
ま
し
た
こ
と
ぼ
實
に
聖
作
の
.不
祥
事
で
あ
り
ま
し
て
、
へ
邦
家
の
た
め
、
深
憂
；に
雄
へ
.ざ
る
と 

こ
ろ
で
私
る
。
吾
々
呔
此
：の
際
、
特
&

思
を
^

£
に

用

^

、
：
靑

年

备

生
(D
思
想
を
善
導
し
て
健
全
な
る
知
識
の
修
得
と
訓
育
の
f

と 

を
期
せ
ん
が
爲
’
へ
夫
タ
適
初
な
る
對
策
を
定
め
ハ
ス
以
て
敎
贫
の
崴
目
的
を
達
成
す
る
に
努
カ
し
つ
^
あ
る
次
第
で
あ
る
^
へ
託
四)

ロ
本
忙
ぉ
け
る
フ
ァ
夕
シ
ズ
ム
の
槪
觀
，

 

四
七 

C
I

1
六
^〕



=
:

本
：に
.お
'け
る
フ
ア
タ
シ
ズ
：ム
の
概
觀

、 

四
八
'

(

一ー
、六

&

' 

.. 

........

(
£

>

‘昭
和
1
!:5
四
月
十
1
!=發
表
の
聲
明
書

f
i ニ> 

I

 
聲
明
書
，
.'.
. 

.

O
P
P

昭
和
三
年
四
月
十
七

M

t

報
地
方
宵
及
び
諸
舉
校
に
對
す

&
阈
.體
觀
念
の
■涵
養
の
訓
令 

四)

濱
ロ
雄
，

强

く

记

し

く

叨

る

き

政

治

昭

和

五

年

版

四

艽

頁

V

,

こ
れ
ら
の
政
治
家
の
.言
葉
は
、
社
會
主
義
運
.動
全
體
に
對
.し
て
述
ベ
ら
れ
た
と
い
つ
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
謂
思
想
の
善
導

を
意
味
ず
る
が
、
政
府
の
社
會
主
義
取
締
は
舉
に
思
想
善
藉
の
み
で
，は
な
い
。
こ
の
所
謂
精
神
的
誘
藉
の
外
に
、
特
別
高
等
驚
察
が
あ

ジ
。「

粋
高
#
察
寧
務
は
明
治
一i

一
十
平
顼
社
會
生
義
運
動
取
締
：

6

爲
に
發
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
三
苹
の
H
韓
併
合
以
来

朝
鮮
ん
の
獨
立
運
動
が
各
地
に
於
て
企
圖
せ
ら
る
V

に
及
び
在
留
鮮
人
の
取
締
が
特
高
事
務
に
包
含
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
o(

II
に
大
正

三
年
顷
か
ら

は
近
代
的
勞
働
筚
議
が
频
發
し
、
大
1£
八
咕
頃
か
ら
は
小
作
爭
議
に
殆
ど
全
國
に
渉
っ
て
發
生
し
、
|[
!
に
續
い
て
、
大

JH

十 

ー
/-
キ
か
ら
は
水
平
社
運
動
が
全
國
的
に
捲
起
さ
れ
た
爲
に
、
勞
働
運
動
„農
域
運
動
，
水
平
遝
動
が
又
々
特
高
事
務
に
包
含
せ
ら
れ
る

，に

至
っ
た
。

一
方
社
會
主
義
運
動
は
、
ロ
シ
ァ

-|
1
*半
命
の
{元
成
、
第
三
ィ
ン
タ
ァ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
成
立
以
來
、勞
働
運
動
•農
民
運
動
•無
產

政
黨
遝
動
•學
坐
社
#
運
動
•
水
平
運
動
等
の
內
部
に
、
共
產
虫
義
に
深

く

喰
入
り
、
口
本
社
會
運
動
の
本
流
を
形
成
し
猖
獗
を
極
め

る
に
至
っ
た
爲
に
、'
特
高
事
務
は
盆
々
そ
の
範
圍
を
獷
大
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
主
ヵ
が
共
產
主
義
運
動
の
取
締
に
傾
注
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。」C

註
五)

'(

註
五)

.
架
原
隆
屮
、
饱
形
半
共
荖
特
高
赘
察
埏
辋
昭
和
七
平
五
月
.
ニ
瓦

か
く
の
如
き
敗
府
に
ょ
る
社
俞
主
義
並
.に
.針
會
主
義
速
励
に
對
す
る
取
締
り
と
■と
も
.に
、
社
會
生
義
と
■對
立
的
關
係
に
あ
る
iv
-
-!^
^,

傾
園
體
が
#
在
し
て
ゐ
る
。
所
謂
右
傾
的
國
粹
的
傾
向
は
、
明
治
初
期
の
文
明
開
化
の
輸
入
時
代
か
ら
#
在
す
る
が
、
今
日
所
謂
國
粹 

 ̂

的
團
體
と
し
セ
、
最
近
の
社
會
思
想
と
最
も
關
避
の
傑
い
も
の
は
、
大
芷
六
七
年
の
デ

モ

ク

一フ
シ

ー

の
運
動
の
盛
と
な
つ
た
頃
か
ら
の 

j 

系
銃
で
あ
る
。
言
の
在
傾
的
國
粹
的
團
體
.

Q

系
絲
は
次
の
や
ぅ
に
分
類
さ
れ
る
。

：

|

.

一
 

玄
洋
社
、
黑
龍
會
系
統(

頭

.il
l
滿
氏
的
田
莨
平
氏
> 

,

V

ニ

考

壯
#

、
M

相
社
罘
統(

北

'輝
氏
大
川
周
明
©

:
 

_ 

.

I 

'三
：
經
倫
學
盟
系
統(

上
杉
愼
告
氏
高
畠
素
三
氏〕

.

:

一 

，

四

.'
國
本
社
、
勤
羅
盟
系
統c

乎
沼
跳r

郞
氏
荒
木
良
夫
氏
.

〕

. 

:五
.
時
局
轉
向
派(

赤
松
蓝
牌
圾
, '

卞
¥

|

1郞
氏〕

i:
六y

 

.

一
 

(

訪
六)

三
^
71
1
毅
愛
阈
主
義
遝
励
の
諸
潮
流
过
人
物
文
鹖

#
秋
昭
和
七
屮
六
n
號

::
ハ
3:
?1

i 

こ
れ
ら
は
、
现
布
に
お
い
て
多
少
の
勢
力
を
冇
す
る
も
の
で
あ
り
.
ロ
：つ
多
少
の
思
妞
的
极
據
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
所
！il

：

粹 

I  

も
持
た
な
い
も
の
が
#
い
。
.而

し

セ

、
：
こ

れ

ら

の

國

粹

圆

體

は

、

「

，一
：九

r 

は
相
對
的
安
宛
期
.に
ぉ
け
る
：所
產
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
國
體
は
、
實
踐
的
に
も
、
形
式
的
に
も
、
反
資
本
主
義
的
色
彩
は
全
然
認
め

ら
れ
な
か
つ
た
。
外
形
上
は
、V

封

建

的

な

「

血

盟」「

仁

義」

を

藤

と

；す

る

「

俠

客
S
國
士
し「

志
士
ち
集
團
の
如
く
見
ら
れ
た
：が
、
赞
質
.
 

的
に
は
、二
勞
働
組
合
、
^

®
薇
合
、
無
產
政
黨
等
&
遨
本
生
義
_
諸
勢
カ
の
擦
頭
:̂
發
展
'に
伴
ふ
、て
、
そ
の
對
立
物
と
.し
て
：資
^

.
的
勢
为
の
ー
芻
と
し
て
成
長
#
續
し
來
つ
た
0
.で
あ
.る
^(

註
七
>
今
か
ぐ
の
如
き
國
粹
團
體
の
主
な
る
も
‘の
を
擧
げ
れ
ば
次
の
如
く
で 

• 

日
本
^
お
^
る
：フ
》

シ
.ズ
ム
の
槪
難) 

.

九
.

0

1

1

六
さ



.日

.本
に
抑
け
.る
フ
ァ
タ
シ
ズ
ム
の
；槪
觀 

五
-o(

1
.
1七
0〕

あô...:
..

:

黑
龍
會
■
明
治
三
十
四
年
一
月
剡
立
。
內
田
良
年
、
：伊
柬
知
也
、
■葛
生
能
之
等
諸
氏
を
禅
部
と
す
る
。

.，
要

す

る

に

、
'
帝

國

主

義

的
 

政
策
遂
行
に
資
せ
ん
：と
ず
る
も
.の
.で

あ

：
る

。
M

に
對
凌
硏
究
會
、
.'
國
民
外
交
伺
盟
龠
等
を
作
る
。
そ
の
反
社
會
主
義
活
動
は
、
大
JK
六 

七
.年
頃
大
阪
朝
日
新
聞
赤
化
事
件
に
始
凌
る
.'
0

:
'
;
'
:
' 
?
 

へ

.' 

,

.

1

1

+

I

I
立
。
中
心
入
物
は 
一一i

f

、
1

f

 

I

五
郎
、
義

作

次

郞

、
.
1

一.雄
ハ
小
川
蓮
平
、 

野
：添
宗1

一一
等
の
諸
氏
で
あ
る
。
大
阪
朝
日
新
聞
事
件
-
並
に
吉
野
作
造
氏
.の
デ
モ
ク

ラ

シ

ー
に
.對
す
る
反
對
運
動
に
ょ
つ
て
、
進
歩
的 

思
想
に
衣
對
す
る
。
へ 

,

デ
モ
ク
ラ
シ
1
0

與
隆
、
th
會
主
義
の
普
及_

.こ
れ
は
；同
時
忙
資
本
主
義
の
發
展
及
び
そ
の
內
的
矛
盾
の
發
展
を
意
味
す
る_

■ 

と
と
も
に
、
.反
社
會
主
義
國
雜
團
體
は
勃
然
と
起
つ
て
來
た
。
大
正
七
年
に
は
、
皇
道
_
會
、
太
茁
赤
心
團
、
老
壯
會
が
坐
れ
、
大
JH 

八
年
に
は
大
日
本
國
粹
食
、
縱
横
俱
樂
部(

早
大〕

猶
得
社
が
坐
れ
た
。
猶
祥
社
は
、
今
日
の
國
粹
主
義
に
對
し
て
も
、
多
く
の
意
義
を 

有
す
る
。
そ
の
.代
表
的
人
物
は
、
大
川
周
明
、
滿
川
_
太
郞
、
旗
子
木
員
信
、
北
ブ
輝
の
諸
氏
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
今
日
に
お 

い
て
も
尙
ほ
日
本
主
義
の
田
心
想
家
と
し
て
^
動
し
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
猶
^
»:
は
そ
の
機
關
誌「

雄
叫
び」

杧
お
け
る
肯
言
の
一
節 

…

に
次
の
や
ぅ
に
ぃ
つ
て
カ
る
-
晋
^
日
本
民
族
は
人
顧
解
放
戰
の
旋
風
的
渦
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
日
本
國
家
は
蒂
々
の
世 

界
革
命
的
现
想
を
成
さ
し
む
る
絕
對
者
で
あ
る
。
日
本
國
家
の
.思
想
的
充
實
と
戰
_
的
姐
織
と
は
、
此
の
絕
對E

的
：の
た
め
に
、
神
其 

の
.渚
の
事
業
で
あ
る
。
國
家
，は
偷
理
的
制
度
.な
り
と 
一

K

ひ
し
.マ
ル
チ
ン
•
ル
ー
テ
ル
の
Ji
l
l
;想
は
今
や
日
本
段
族
の
國
家
に
於
て
'實
現
さ

れ
ん
■と
す
る
ゅ
I

I

ま
れ
る
党
の
險
難
危
f

國
家
I

I

藤

改

f

賈

f

.

s
霧

填

命

と

を

？

る
こ
と
.

さ
W

5
は
日
本
そ
の
も
の
の
爲
め
の
改
雙
，は

-^
命
を
以
て
足
れ
り
.と
す
f

Q

で
な
い
。
苦
人
は
實
に
人
類
解
放
戰Q

大
使
徒
と

し
て
の
ロ
本
I

I

命
を
信
ず
る
が
故
に
先
f

本
自
ら
の
解
放
に
奢
手
せ
ん
と
欲
す
る
。」

か
く
て
は
彼
等
は
そ
の
綱
領
と
し
て
次

の
七w

を
ぉ
け
た
O 

K
'本
命
日
本
の
建
説
、

一
、

日
本
國
段
の
思
想
的
蹇
、

一
、
日
本
國
家
の
合
理
的
組
織
、

一
、
笑
族
解
放
運

動
-
1
.
、

8
的
對
外
I

Q
遂
行
、

一
、

I

運
動
の
聯
絡
、

一
、
聽

的

何

I

.
精
神
の
鍛
練
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、 

猶
样
社
は
大
-J
E
十
二
年
二
月
に
解
放
さ
れ
た
。
S

八〕

S

S

勞
働
I

調
畓
所
編
：
最
近
の
黯
社
產
動
昭
和
七
S

月

刊

5
T〇
5
 

s

o

協
調
#
編

'
最
近
の
社
富
動
昭
和
四
年
刊
六
六Q

丨

六
六
一
頁 

,

大
疋
十
年
一
月H

は

大

實

I

l

f

れ
た
。
國
f

と
そ
の
性
f

同
じ
く
す
る
急
で
あ
？

'そ
れ

か

ら

分

れ

た

も

の
 

で
あ
る
。
國
I

と
と
も
，

反
動
的
實
踐
屢
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
露
に
お
い
て
は
、
國
I

が
ー
I

I

急

 

た

同

/
J:i
一
/

は
大
口
本
赤
化
防•

=
_

力
成
立
し
た
。
そ
の
綱
領
の
一
に「

赤
化
は
社
會
秩
序
の
-售

を

破

壊

し

、
人

類

養
 

を
ル
姐
す
f

 

eな
る
な
る
力
故
に
本
團
は
ー
死
を
以
て
之
が
防
變
任
ず
べ
慕
を
S

」

と
い
つ
て
ゐ
る
。(

註
丸)

.(

註
九〕

最
近
の
社
#
運
動
六
六
！1

S

V 

.

一
 

_

V I
,.
I

> M(

上
杉
愼
吉
、
I

素 

.國
S

 
の
分 

身
樱
f

、
_

f

、
軍

念

i

遠
藤
友
四
郞
氏)

f

 

大
川
周
明
、
滿

墨

葡

氏

¥

日
本
に
お
け
る
フ
ア
ク
シ
ズ
ム
の
嵌
觀

五
-
:
'

1

.
C
1.1
七」

)



日
本
に
.お
け
る
フ
ァ
ッ
レ
.ズ
’ム
の
.槪
觀
. 

五
：ニ 

'

r二
七
ニ)

が
設
立
さ
れ
た
。
大

1!
-
:
.千
^
尔
に
は
か
歡
が
束
京
帝
大
内
に
報
織
さ
れ
.て
、
-
,社

會

斜

學: «
九

會

と

對

立

井

簾

玟

1に
ょ
つ
.て
紺
織
さ
れ
.た

。
：
太

茈

十.艽
年
に
^

6
^ >
$
が
观
織
さ
れ
た
。
そ

:.
(
0綱
領
め
'屮
.に
.は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。「

一
、 

我
等
は
日
本
民
唉Q

海
統
的
遒
德
を
繼
持
し
、
輕
桃
浮
雜
を
排
U
、
霞
質
剛
健
の
■美
風
を
作
與
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

一
我
等
は
國
法 

に
ょ
り
て
、
.國
民
生
活
を
^ ;
制
し
、
日
本
國
民
の
.天
皇
の
.赤
子
と
し
て
乎
等
な
る
所
以
を
徹
底
し
、
同
胞
中
一
人
の
不
幸
不
平
な
る
も 

の
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
。

1

、
我
等
は
各
人
の
：有
す
る
財
産
、
地
依
、
階
級
1
職
業
、
知
識
.
技
能
於
疼
が
皆
國
家
の
^
に 

¥

在
す
る
.こ
と
を
確
信
し
犧
牲
の
精
神
に
依
り
.て
、
極
度
に
之
を
國
家
滅
會
に
奉
ぜ
し
め
ん
こ

と
を
期
す
0」

か
く
の
如
き
綱
領
の
下
に 

.そ
れ
は
'

I

'

l

l撲
，

團
體
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
0(

註

5

)
'

\

ヾ

(

註 

一
8

最
近
の
社
#
運
動
六
六
六
頁
本
節
の
國
粹
爾
體
に
關
す
る
記
述
は
主
ミ
し
て
最
近
の
針
會
運
動
六
五
七
丨 —

<
六
六
八
瓦
に
ょ
る
、

.

, 

.

.

.

. 

.

" 

.

-
 

こ
れ
ら
の
諸
團
體
が
反
社
會
主
義
團
體
と
し
て
活
動
し
、
ま
た
勞
働
運
動
の
反
對
f

し
て
常
に
現
は
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
發
生
の

通
辟
か
ら
兄
て
も
明
か
で
あ
る
。.)

そ
の
大
部
分
‘过
、
'世
.界
大
戰
後
の
革
命
的
昂
揚
が
日
本
を
襲
ひ
、
廣
沉
な
階
級
岡
维
が
遂
行
さ
れ
つ

つ
あ
つ
た
と
き
に
、
起
つ
た
も
の
で
あ
る
。「

そ
れ
ら
は
、
最
初
か
ら
勞
働
衆
階
級
に
敵
對
す
る
も

の
と
し
.て
、

ロ
シ
ア
茁
命
に
恐
W

L

た
^
第
命
の
駔
織
と
し
て
^
れ
て
來
た」

の
で
あ
つ
て
、
今
H

CO
-
や
ぅ
に
社
#
的
狀
態
が
切
迫
し
て
ゐ
_な
力
つ
た
の
で
彼
等
は
权
本
而

を
形
成
す
る
封
建
的
關
係
に
迤
礎
を
置
く
沒
落
：的
分
子
に
外
な
ら
な
：.か
0
た
0
,註
.ニ

〕

ハ
独一

c

H
本
.に
於
け
る
フ
ァ
シ
ス
个
政
黨
ミ
そ
の
運
動
^
業

勞

働

卿

報

.B
n
和
セ
.
£
1月

-^
'
35
:

0
;k

布
の
if
f
粹
的
右
傾
諸
團
體
は
、
资
本
生
_
の
向
卜
期
ま
た
は
相
對
的
安
51
!

»
に
^
い
：て
> 
反
社
#
生
義
運
動
に
從
事
し
た
も
の
が
各 

っ

て

そ

.の
多
く
は
綱
領
の
如
き
も
、
抓
象
的
通
俗
的
國
梓
生
義
以
外
の
何
も
の
で
も
な
：か
っ
'た
。
た

V
そ
れ
は
社
#
連
動
勞
働
遝
動 

を
打
破
抑
腮
す
る
こ
と
を
そ
め
使
命
と
す
る
に
過
ぎ
&
か
っ
た
の
で
.
殊
に
實
踐
的
施
に
骚
カ
團
的
傾
向
を
有
す
る
も
の
は

、

嵇
極
的 

に
そ
の
11
織
を
«
大
し
、
そ
の
.生
義
を
寬
傅
す
る
必
要
が
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
臨
^

^
變
的
に
社
龠
遝
動
と
阈
ひ
、
そ
の
勢
カ
を
減
殺 

す

れ

■ば

ょ

か

っ

た
の
，..で
あ
る
o.:.
 V

'

 

.

し
か
る
に
、
资
本
生
義
は
永
く
安
免
期
に
止
ま
る
と
ー
と
を
許
さ
れ
な
か
づ
た
フ
夂
ァ
ル
ガ
呔
既
本
の
經
濟
恐
郝
に
っ
い
て
、
次
の
や
ぅ 

に
：い
つ
て
ゐ
る
。「

日
本
は
'
ィ
ギ
リ
ス
と
同
樣
に
.戰
後
に
於
い
て
、
好
：景
氣
に
惑
ま
れ
な
か
っ
た
て
聯
の
資
本
主
義
國
の
.、
_そ
の
一
っ 

を
な
し
て
ゐ
.る
0
:戰
時
少
、
或
は
叉
戰
發
直
後
に
日
本
が
味
つ
た
あ
办
膨
爛
た
る
：好
景
氣
に
1
=本
は
そ
れ
以
^
£
爻
て
种
认
ま
み
ぇ
る 

機
龠
を
得
な
か
っ
た
。
最
近
0
.ー
と
ヶ
年
ば
、

一
九一:F

七
¥

の
深
刻
か
銀
行
取
付
げ
の
攀
の
下
に
！
•吟
し
、
.海

生

活

は

、
國
家
CO
示
.
 

す
莫
火
な
：る
支
持
に
も
拘
ら
ず
、
こ
：の
手
傷
を
此
處
數
ヶ
年
の
：中
に
癒
や
1>
切
る
こ
'と
が
出
來
な
が
：っ
た
。
尤
も
ー
九
：一
一
八
平
と
一
九 

ニ
九
¥
と
に
お
い
*1
:
'
.は
、
.經
濟
狀
態
は
稍
々
改
薺
さ
れ
，て
：は
办
る
が
、
併
し
、
.
そ
れ
も
好
景
氣
と
言
ふ
に
は
、：
可
成
り
遠
い
も
.の
で
あ 

っ
.た
。
#
界
^
濟
：恐
：慌
に
は
、
，そ
の
發
生
と
同
時
に
1
=本
は
捲
き
こ
史
れ
て
ゐ
た
。.'.日
恭
資
本
主
義
的
體
制
が
一
般
的
に
脆
弱
で
あ 

る
た
め
に
、
恐
慌
は
ク
其
處
に
お
い
そ
は
特
に
鋭
い
形
を
採
つ
て
ゐ
る
^
ヽ
豐
き 

.

ぐ

V
C
畔
1
-.
3

ヴ
r :

ル

ガ
-
⑶
本
絢
濟
朮
況
ゃ
分
析
.

茂
难
_

士
識
；
日
本
經
濟
恐
慌
：の
研
究
；
：
吸
利
ゼ
半
四
ル
刊
' 

六
-

页

、

日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
：ズ
ム
.の
梅
觀

 

五

三

2

:

|七
|
5



日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ジ
ズ
ム
の
槪
觀 

宄

四

(

ニ
七
四〕

■

こ
€>
事
實
は
、
.'
吾
：：々
が
：數
字
を
以
て
示
す
ー
こ
と
釤
要
ざ
な
：い
周
知
0:

.土
な
：り
、
，合
理
化
政
策
と
な
.つ
：て
現
は
れ
た
が
、
.：そ
れ
ら
办
政
策
は
.と
の
.恐
慌
5:
:
緩
和
す
る
も
：の
'で
は
汝
か
つ
た
0

‘

.
 

... 

.
 

,

.
 

•
 

.

.

.

. 

•

本
生
義
は
、
そ
の
：特
殊
權
益
圈
と
し
て
の
滿
蒙
を
考
へ
た

。

t

の
特
殊
■
ぼ
@
は
ま
^
#1
:
評
家
も
い
ふ
や
ぅ
に
、「

實
に
H
本
资
木
带
國 

主
義
の
最
後
0
原
料
場
兼
市
場
セ
，あ
々
、：
又
斷
末
魔
に
於
け
るt

擁
の
延
命
湯
で
も
.あ
る
の
だ
。
斯
く
の
如
く
滿
蒙
の
魅
力
がC

本
に 

對
す
る
.
本̂
の
勢
ヵ
が
滿
蒙
に
對
す
：今

：.火
と
油
は
他
日
.
>大
火
炤
を
擧
げ
セ
極
.取

(0
,天
を
焦
ポ
の
由
無
し
と
酿
が
斷
言
し
得
ょ
ぅ
0」 

(

註〗

s
 

i
双
の
經
濟
的
^

_
に
つ
'い
て
の
'か
く
0:
如
き
認
識
は
路
ん
ど
す
ベ
て
,

日
本
常
事
渚
並
：に
批
評
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ 

.り
、

.
8 

I:

四
V

こ
の
极
據
：の
：上
に
お
い
て
滿
蒙
琪
變
比
旣
に
豫
«
さ
れ
つ
、
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
11
健
.な
る
經
濟
卯
題
解
說
渚
と
し
て 

の
：

「

相
本
經
濟
年
報」

は
事
變
以
前
に
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。「

本
¥
第
ニ
四
半
期(

昭
和
六
苹
四
月
丨
六
月
>
に
：は
滿
洲
に
關
す
る
事 

件
や
問
題
が
特
に
多
か
つ
だ
。
そ
れ
ら
は
：
、：
.
中
日
の
刹
害
の
根
#

£
對
立
に
基
く
も
の
セ
あ
り
、
概
し
て1

K

へ.ば
、
國
拢
政
府
の 

利
權
阔
復
連
動
と
日
本
侧
の
滿
洲
純
植
民
地
化
運
動
と
の
，疋
面
衝
突
が
各
々
の
部
面
に
現
は
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
さ
ぅ
し
て
注s

 

す
べ
き
は
此
等
の
諸
事
件
諸
問
題
の
喧
傳
と
共
に
、
矶
㈣
が
政
府
^
妁
の
裏
擦
混
亂
を
歌
て
し
て
も
、
そ
の
積
極
政
策
を
遂
行
せ
ん
と 

.

す
る
.强
硬
な
態
度
を
尕
し
來
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
聞
く
と
と
ろ
.に
ょ
れ
ば
、
此
の
間
、某
調
莶
局
o'
某
氏
を
中
心
と
し
て
檢
極
生
義
的
の 

,
一
團
體
が
If
l
織
さ
れ
、
少

-;
!
:
[
:
軍
人
を
多
數
メ
'
.ン
><
丨

に

加

，
へ
、

一
.種
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
團
と
し
て
發
展
せ
ん
と
し
つ〜

あ
る
と
い
ふ
o
:
:
 

唯
斯
檫
な
風
聞
の
也
じ
た
こ
と
に
す
ら
、
滿
洲
問
題
の
次
第
に
筮
大
化
し
つ
k
あ
.る
形
勢
を
'«
者
と
共
に
，確
認
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ 

^
o」

4
ll
--一
 

五
v
rp
Ir
l
l-i
i

氏
の
豫
想
は
約
一
竿
#
ヶ
月
以
_
、
艰
洋
經
濟
新
報
の
そ
れ
は
約
一
ヶ
月
前
で
.あ
る
。
湎
し
て
九
パ
十
八
！
！
：
^

滿
鐵
線
路
.爆
破
を
機
緣
と
す
る
滿
洲
邬
變
に
對
し
て
ロ
本
の
輿
論
は
何
故
に
罟
々
の
兒
る
が
如
く
熱
狂
與
奮
し
た
.の
で
あ
る
か
。「

そ
れ 

は
資
本
主
義
ロ
本
の
國
风
經
濟
に
行
詰
り
を
坐
じ
た
た
め
で
あ
る
ゾ
國
风
經
濟
の
行
詰
り
を
意
識
し
て
雇
應
す
る
ロ
本
の
資
本
家
及
勞 

働
者
農
坭
は
、

一
九
二
九
年
秋
以
來
の
li
t
抓
的
經
濟
恐
慌
に
襲
は
れ
て
ー
曆
若
し
ん
で
思
る
と
こ
ろ
に
、
支
那
殊
に
滿
洲
に
が
け
る
政 

權
の
馬
取
馬
的
な
對
P
進
攻
が
起
つ
た
。
1
1
1本
國
圾
中
の
廣
汎
な
る
賸
か
ら
支
那
に
對
ず
る
强
硬
政
笕
を
支
持
す
る
輿
論
が
極
め
て
短 

期
沿
.に
湧
き
姻
つ
た
の
は
實
5
則
_記
の
如
き
餘
.儀
な
.き
琊
*
5に
ょ
る
も
.の
で
あ
り
、
.隨
つ
て
..餘

程

の

.決

心

と
;1
]

意
と
，を
有
す
る
も
の
に 

非
ざ
る
限
り
、.
こ
れ
を
抑
腿
す
る
こ
i
は
出
來
な
い
。」

、註H
O
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餘
.ー
三〕

' 

.
許
興
凱
著
松
}!
|
]珪
ー
1
1譯

滿

鐵

W

U
本
帝
闕
.主
義
，原
著
.
1九
三
〇
雄
刊
> 

昭
和
‘七
平
ニ
月
刊
,
!

1

一
九
〇
丨
三
九 

一k

: 

(

戠」

四)

火
版
對
支
經
濟
聯
概
.蕃
滿
蒙
の
我
槻
益
_
昭
和
七
午
ニ
.月
刊
，
：ニ
1
1丨
一
.
1
!頁
そ
の
他
の
蕺
述
を
见
ょ
。

.(

難
一
，五

〕

. m
洋
鸫
濟
新
報
社
偏

n

本
純
濟
年
報
昭
和
六
尔
笫
ニ
四
半
期
第
五
輯

'

八
月
'二
十八

：：！

刊

u
-

K
j

K

サ
'ヴ
r

ト
•
ロ
シ 

K

に
お
^

る
^

力
^

聞「

フ
ラ
ゥ
ダ
し
も

«

本
帝
國
虫
義
の
滿
洲
通
出
を

^

備
の
あ
る
行
動

^

し
て
ゐ
る

0「

11
本
帝
國
主
義
の
滿
洲
進 

:

出」

ィ
ン
ダ
ア
ナ

.シ
ョ
ナ
ル
昭
和
六
年
十
一

2
:
:號

滿

洲

_

變
に
關
す
る
：

1
1本
の
左
魏
的
見
解
は
、

「

グ
0

レ
タ
9

ァ
科
學
し
ハ
昭 

2'
-

ハ
年
十
ニ
月
號

)

.九
：.
1
:瓦
以
下
、：そ

(7
)
:豫
想
に
ら
、ぃ
て
は>
梁
谷
通
ィ
日
本
帝_
主
義
の
戰
爭
準
備

」

バ
同
上
、

.昭
和
六
年

.八
=
;號

) 

:
中

'-
|
|
|耕
太
.郎「

來
洋
政
.局
ビ
日
本
の
地
位」

(

同
上
昭
和
六
年
.七
月
號
>
を
參
照
0

:
て

'

,;
s

;—
.六)

橘
樸
獅
ノ
滿
洲
本
.
昭
和
六
^
十
一
月
刊
ヾj

七
5

:

,''
ン
.
.
'

.滿
洲
問
題
は
R
本
资
本
主
義
に
i

つ
て
単
な
る
直
接Q

經
濟
問
題
の
：み
を
意
味
す
る
：名
の
.で
は
な
い
。「

日
本
經
濟
年
報」

は「

滿
洲
問 

題
の
要
因
，と
そ
の
主
要
方
向」

を
次
の
や
ぅ
に
規
宠
し
て
ゐ
.る
:0
'r:

一
、

日
本
資
本
主
義
に
と
：つ
：.て
'原

料

資

源

獨

占

^

^

乃

至

植

民

地

的

2
!本
：に：お
け
る
フ
ア
少
シ
べ
ム
の
槪
觀
，

.

$

0
1
:
1

七
五
.
}'.



本
に
：和
け
る
フ
r
义
：シ
'ズ
ム
の
.概
觀 

：

五

六

(

一
一
セ
六)

.利
潤
獲
得
地
と
し
て
め
滿
洲
の
絕
對
的
逛
耍
性
、1

1

、
從
っ
て
日
本
の
絕
え
ざ
る
帝
國
主
義
的
進
展
、:

一
ニ
、
右
に
對
す
る
中
國
官
找
の

-

パ
.
'
. 

 ̂

■ 

■ 

S
-

:

不
斷
の
反
'抗
及
列
强
就
中
ア
メ
リ
ヵ
：，の
日
本
に
對
ず
る
坑
蒂
、
：四
、
ソ
ヴ
ィH

ッ
ト
同
盟
&
る
衣
を
被
り
し
R
シ
T
の
：洱
登
場
、
五
、
要
約 

し
て
滿
洲
の
：政
治
的
及
經
.濟
的
不
安
荽
將
來
の
危
險
。
だ
が
1

に
尙
ほ
逸
脫
し
I

要
I

I

I

。
そ
れ
f

洲
に
於
け
る 

農
業
問
題
で
あ
り
"
農
^
と
勞
働
盏
と
の
.問
題
で
あ
る
。
從
來
と
雖
も
、
地
主
軍
間
の
封
建
的
搾
取
と
列
國
帝
國
主
義
の
植
民
地
的
搾 

取
と
に
惱
ん
で
ゐ
た
彼
等
は
最
近
の
世
樣
恐
慌
の
打
：擊
で
ー
it
Q
生
活
窮
芝
を
來
じ
た
:0
を
卜
に
.屮
國
共
產
黨
の
影
響
擴
大
の
.動
機
が

あ
る
。
•
:
.
こ
れ
は
や
が
.て
全
滿
洲
：に
瑰
は
る
べ
き
滿
洲
問
題
の
ー
：.主
耍
方
向
と
思
ば
れ
る
0
.ソ
ヴ
ィH

ッ
ト
同
盟
の
新
衣
を
纏
ふ
た
ロ

:

.

.-

シ
ア
の
洱
登
場
は
茲
に
|
曆
の
意
味
を
も
っ
0
|_
.ハ
胜
|
七〉

故
に
こ
れ
ら
の
問
題
殊
に
滿
洲
に
お
け
る
社
會
運
動
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
同
盟
の

.

.
- 

. 

: 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

..... 

. 

: 

.

問
題
.が
滿
蒙
の
ブ
«
レ
グ
リ
T

1
ト(

約
五
.十
萬
と
推
算
さ
れ
る
}
と
貧
農
と
の
運
動
の
目
標
で
あ
る
と
同
時
に
、帝
國
主
義
ブ
ル
ジ
，
ア

ジ
ー
の
標
的
で
も
あ
る
と
せ
ら
れ
：て
ゐ
る
，
註
一
八〕

而
し
て
、
現
に
.か
：く
の
.如
き
狀
勢
を
進
行
し
つ
、
あ
る
の
.で
あ
る
0(

註1

.九〕

.(

蝕
1
七
>

日
木
經
濟
年
報
：
昭
和
六
年
5

「

吋
华
期
第
四
—

五
一
〒
艽
^

(

骷
ー
八
>

ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
科
舉
研
究
'所

，中
_
間
題
研
究
曾
寒
'
咐
^

支
.那
叫
題
_
話
:
昭
和
六
年
1
1
;月ニ
八
ニ
丄

一

九
四

K 

(

飩
一
九

〕

®
業
勞
働
時
報
第
三
十
六
號

C
1

九
三U

年)

九

茛

以

下

'

.

. 

.五

.：

.

.
こ
れ
が
滿
洲
^
變
を
中
心
と
し
て
の
意
義
で
ぁ
る
。
：こ
の
事
實
は
、
.そ
£

思
義
に
ぉ
ぃ
て
單
な
る
張
學
良
.軍
隊
と
1
1
1本
守
備
軍
の
'衝 

突
を
意
味
す
石
^
の
で
な
.い
こ
4
は
睞
に
明
&

で
ぁ
る
;,
°
日
*

の
經
濟
狀
態
に
酈
み
て
、
日
本
は
そ
の
確
保
し
た
特
殊
植
.益

.を

更

ら

に

* 

荷
效
に
川
ゐ
ん
と
す
る
に
あ
づ
た
0-
'
.そ
れ
は
&
内
敝
勢
の
外
部
_
解
決
策
の
1
を
意
_
す
る
0-
最
近
の
日
本
に
ぉ
い
て
は
、
す
ぺ
^

•

行
き
乳
|
り
で
あ
る
-0i

n

本
社
#
現
下
の
將
性
の
■ |

ゆ
、「

11
會
坐
^
.を
何
と
か
根
本
的
に
改
^
.し
な
け
れ
ば
ど
.う
'に
も
な
ら
な
.い

■と
...い 

I 

ふ
氣
持
ち
、
要
欺
が
V
何
人
の
頭
の
中
に
も
底
深
く
養
は
れ
て
來
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
'少
し
位
の
改
善
で
は
ど
う
に
も
な
る
も
の
で

な
い
。
應
急
手
當
で
は
病
氣
は
な
ほ
ら
&

v>
。
こ
：の
病
氣
の
原
因
は
も
つ
.と
ず
つ
と
深
い
と
こ
ろ
か
ら
來
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
大
手
術
を
施
さ
.か
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
大
手
術
を
®
避
し
て
ゐ
る
と
、
却
っ
て
ど
う
：

S

ふ
辦
態
を
藤
す
か
分
ら
な
い
。
今

ア 

* 

■ 

■

一
 

は
坐
：き
る
か
死
ぬ
か
の
溯
戶
際
に
立
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
こ
の
大
改
造
は
今
'と
な
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
勢
ひ
だ
。——

か
う
し
た
考
へ

'
.ぐ1 

' 

'

I 

が
社
會
大
衆
.の
す
ベ
て
の
人
の
腦
裏
に
.ぶ
す
ぶ
す
と
い
ぶ
つ
.て
ゐ
る
。」

'
.钱
ニ
S

こ
の
.こ
.と
'は
事
實
で
あ
る
。
保
守
的
國
粹
生
義
盏
も

.

^
 

ま
た
改
造
の
避
け
難
き
を
生
張
す
る
。

I
I
.

 
‘ 

「

爾
來
日
本
の
國
情
は
厄
巖
の
急
坂
を
下
る
が
如
き
も
の
が
あ
る
°
食
民
と
富
豪
と
の
敵
視
、
小
作
人
と
塊
主
と
の
：確
執
、勞
働
奔
と

資
本
家
と
の
杭
郇
は
年
と
共
に
深
刻
を
加
べ
、
最
rf
十
溫
情
主
義
な
ど
を
以
て
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
國
拔
生
活

*

 

:

i 

. 

の
不
安
を
救
ふ
た
め
に
は
、
幾
多
の
缺
陷
を
明
ら
さ
ま
に
#
露
.せ
る
資
本
生
義
經
濟
機
#

に
對
し
て
、
K
太
な
る
斧
を
加
べ
ね
ば
な
.

一
 

_ 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

■

一

ら
ぬ
こ
と
が
明
&
な
る
に
拘
ら
ず
、富
豪
階
級
と
權
ヵ
階
級
と
の
多
年
に
瓦
る
惡
因
緣
は
.っ
い
に
徹
底
ぜ
る
改
革
の
斷
行
を
妨
げ
て
、

ず
，

'. 

唯
だ
一
日
の
安
を
偷
む
繃
鏠
的
政
策
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
曾
て
萬
惡
の
：.源
な
る
が
に
攻
擊
せ
ら
れ
し
藩
間
政
治
は
亡
び

去
り
、
奪
制
顽
冥
と
篤
ら
れ
た
る
官
僚
政
治
ま
た
亡
び
、
令
や
明
治
初
年
以
來Q

理
想
，な
り
し
政
黨
政
治
の
#
と
な
っ
た
。
而
し
て 

國
民
は
平
く
も
政
黨
に
失
望
し
'、
そ
の
心
に
新
し
き
政
治
现
想
を
抱
く
に
至
.っ
た
。
政
黨
も
ま
た
權
ヵ
階
級
、
黄
金
階
級
に
有
利
な 

•

'
日
本
に
お
け
.る
フ
ァ
f

v
ズ
ム
の
概
觀 

五

七

(

一
一
セ
七)

.

.

.
■■
(■バ
.
. 

. 

- 

• 

:

•

 

-

 

.
.

.
.

.

 

.

 

.

 
,

 

.

 

■

 "

 

..

..
 

■

.

.

.

 

-
-



:

日
本
に
お
け

.る
フ
ア
ツ
シ
：ズ
'ム
の
槪
觀

 

.

' 

■

ゾ

.
苏
八

'

(

ニ
七
八

0

:
る
政
策
を
行
ひ
、
麂
個
に
國
域
生
活
の
安
同
を
圖
ら
ぅ
と
し
な
い
:0
-

か
く
て
國
拔
は
國
家
：生
活
に
ょ
つ
て
.御

等

精

極

的

宰

福

.文

享

受 

せ
ず
と
感
t
る
に
至
り
、
.茲
に
非
國
家
叉
は
反
國
家
：思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
^
然
忠
君
愛
國
の
念
が
鄕
ら
い
だ
。へ
そ
れ
故
£

# 

は
、
£
1
1本
釔
支
配
ず
る
抓
ま
な
る
黄
金
(0
.勢
カ
を
倒
さ
4
ば
な
ら
ぬ
9
.

黄
金
の
不
當
な
ざ
廳
追
ょ
り
國
拔
を
解
放
す
る
こ
と
が
、

い
*:
;
や
財
^

|
體
の
實
を
煨
ぐ
べ
き
無
一
:

5
三
：'の
途
と
な
.つ
た
。
や
炉
.て
來
る
べ
き
第r

親

就k

於
て
倒
さ
る
べ
き
も
の
は
黄
金
を

'

 
:

 

.

.

.

.

.

. 

• 

•

中
心
勢
カ
と
す
る
闕
ヽ
然
り
斯
乂
の
如
き
間
を
坐
む
に
至
れ
る
制
度
そ
の
も
の
で
あ
り
、
興
さ
る
べ
き
客
は
贫
苦
に
惱
む
多
數
の
國 

.民
で
あ
る
。
J
S
. ニ
.

1
>
‘ 

'

.

.

.

.

.

、(

評
ニ
〇〕

土
£
杏
村
著
：
現
代
1|
|
:相
謫
昭
和
'七
£

ハ
月
刊
七
丨
八
贫

.
'
_

..
(
■

1
1
)

大
川
周
明
薪
ー
國
史
顧
本
昭
和
六
苹
九
月
刊
ー
ー
七
八
丨
ー
ー
八
ー
萸

"
土
田
杏
村
氏
は
一
昨
年
の
秋
に
旣
に
國
粹
社
#
黨
の
提
唱
客
で
あ
り
、
S
 二
一
a ：
-

大
川
周
叽
氏
が
.「

猶
样
社」

そ
の
他
の
國
粹
團
體
の 

指
媒
激
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
周
知
の
.雄
實
で
.あ
る
。
こ
れ
ら
の
國
：粹
主
義
.者
達
す
ら
何
等
か
の
社
會
改
造
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

程
度
に
ま
で
♦
ロ
の
双
^
は
'達
し
て
ゐ
る
。
：進
步
的
立
場
に
あ
る
社
會
運
動
が
彼
等
の
速
動
ょ
り
も
、
ょ
り
一
曆
活
潑
な
沽
■
を
續
け 

て
ゐ
る
こ
と
は
、
吝
々
の
日
常
の
新
聞
雜
誌
に
お
い
て
見
得
る
と
こ
.ろ
で
あ
る
。
無
產
政
黨
は
®
だ
不
振
で
あ
る
。
そ
れ
は
選
擧
政
黨 

と
し
て
は
#
か
に
、
數
名
の
'代
議
士
を
議
會
に
送
つ
た
に
過
ぎ
な
い
の
.で
あ
る
。
而
し
て
、
か
\
.
.る
*
產
政
m

の
狀
態
は
、
無
產
政
黨 

運
動
に
從
21
V
し
て
ゐ
る
も
の
か
ら
さ
へ
も
無
爲
無
能
O'
批
判
を
聞
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
狀
態
で
あ
る
。
最
近
所
謂
共
同
_
線
邀
か
ら
國 

民
社
#
黨
哗
備
會
に
轉
じ
た
近
藤
榮
藏
氏
は
わ
が
•無
產
政
黨
に
對
し
て
次
の
や
う
な
批
判
を
下
し
て
ゐ
，る
。「

一
、北
.
'庞
黨
拉
15
|
下
の
と

こ
ろ
間
题
と
な
ら
な
い
。
’ニ
、
敗
會
民
主
主
義
の
政
黨
は
、
こ
れ
亦
屍
同
然
で
あ
る
。
三
、
共
同
戰
線
黨
は
分
裂
主
義『

福
本
イ
ズ
ム』

 

.に
對
す
る
反
撥
連
動
と
し
て
起
り
、
日
本
_

1
階
級
組
織
の『

小
さ
.い
破
ヰ』

ま
で
を
兎
に
が
に
も
拾
ひ
集
め
て
保
存
し
た
點
に
お
い
'て 

功
線
は
充
分
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
布
注
の
意
義
は
正
に
此
處
に
JL
ま
り
、
ブ
ロ
レ
'タ
リ
ア
_

M
が
更
ら
に
政
治
的
大
飛
蹯
を
遂
げ 

ね
ば
な
ら
ぬ
現
在
の
時
期
に
當
面
し
て
は
、
そ
の
本
質
並
に
組
織
の
缺
陷
上
全
く
無
能
化
さ
れ
て
、
こ
れ
も
亦
廢
㈣

の
域
に
入
つ
た
。」 

(

能
ニ
三〕

か
く
の
如
き
無
產
政
黨
.の
批
判
は
國
民
社
會
主
義
へ
.の
：轉
向
と
.い
ふ
一
の
立
場
か
ら
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ち
、
こ
れ
を 

そ
の
ま
、
受
け
取
る
こ
と

.

は
出
来
ぬ
。
し
か
し
な
.が
ら
社
會
主
義
並
に
共
產
生
義
に
立
脚
し
て
ゐ
る
合
法
非
合
法
の
政
黨
が
現
時
の
無 

產
大
衆
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
代
表
し
て
ゐ
る
が
^
か
は
餘
程
の
問
題
と
す
る
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
0
故
に
こ
れ
ら
の
無
產
政
黨
の 

不
振
を
も
つ
て
、
わ
が
國
の
無
產
大
衆
が
.何
等
社
會
生
義
的
要
求
を
持
つ
.て
ゐ
な
い
と
見
る
こ
と
，は
不
當
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
觀
方 

に
最
も
赞
成
す
る
：で
あ
ら
ぅ
と
こ
ろ
の
所
謂
有
產
容
並
に
識
者
が
最
も
多
く
大
衆
の
思
想
並
に
行
動
の
惡
化
を
叫
び
、
思
想
善
缇
の：

必 

要
を
强
調
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
そ
の
よ
き
證
據
で
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
：。
.：

(

註
！1
ニ
ゾ
土
田
杏
村
日
本
に
於
け
る
_
粹
社
#
戧
の
可
能
性
€
題

.;「

祖
_
卜
昭
和
五
苹
十
，

1:

月
'號

、
現

代

世

相

論

，
ニ

'九
：
七
頁
以
下 

f
f
i
E
l
D
:

近
藤
滎
藏
著
無
鹿
邋

3
政
す
べ
し
.
.咕
和
六
平
十
ニ
月
啊
.::
^
^
^

.
恐
慌
に
よ
る
勞
§

階
級
-
の
打
擊
は
莊
だ
太
で
あ
る
。

ー：
九
三
0
卬
十
月
の
國
勢
懸
ぱ
失
業
總
數
を
三
十
ニ
萬
ニ
千
.五
百
ニ
十 

七
人
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
數
は
素
よ
り
過
少
の
計
弊
で
あ
る
。「

工
コ
ー
ミ
ス
ト」

は

、

|
.九
三
0
年
靜
睞
に
百
三
十
萬
に
推
#
し
て

ゐ
 

，る
O
cil
i

;

0ー
さ
，ーー0
苹
_に
.お
や
て
、

レ
キ
ヤ
ノ
ヴ
ナ
に
よ
れ
ば
、
.妇
本
は
西
五
十
萬
0
失
業
者
を
有
し
、
彼
の
論
文
の
記
ヤ
る
と
こ 

'

.

日
本
：に
押
け
る
フ
ア
ツ
レ
.ズ
十
の：

拇
溉
.

'

苏

九

(
1
1

七
九)

：



•

印
本
£

げ
+る
シ
.r.
v

v
ズ
.ム$

觀
齡
' 

ニ
ハ
6
 

:

(

1ニ
ん
0)

' 

- 

\ 

- 

- 

. 

 ̂

■ 

\

ろ
に
よ
れ
ば
'：
日
本
の
左
製
勞
働
團
體
.の
歌
齿
はr

|

否
萬
以
上
と
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

c

®

.

s

v
ナ
ゥ
ャ
：ン
も
^
 

て
百

■

'

-

 

-■

 

•

 

.

 

....
 

.

 

•

.

 

.

五
十
寓
說
を
採
っ
て
ゐ
る
。(

§.
1
:六.
こ
れ
ら
の
失
業
者
は
如
何
.に
し
て
生
活
じ
て
：ゐ
る
か
。「

現
在
め
經
濟
恐
慌
に
あ
っ
て
は
、
日
本
に

.

. 

■

 •

 ■

 ■

 ■

お
け
る
失
業
も
又
#:
く
の
場
合
長
期
に
涉
る
性
質
を
多
分
に
採
0
'て
ゐ
る
か
6>
'
.
、
，
勞

働

客

が

解

厢

乎

當

と

し

て

受

け

た

僅

か

な

金

は

全 

く
意
眯
を
な
さ
な
い
補
助
と
な
つ
で
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
先
業
考
の
大
部
分
の
；者
は
：
：
：そ
の
坐
れ
故
鄕
に
歸
っ
，て
更
で
だ
に
苦
し
い 

農
村
の
往
尻
に
對
し
て
、
'.
.一
 

層
の
11
:

荷
と
な
っ
ゼ
ゐ
る
。
.他
の
：部
分
は
都
取
に
.!
|
:ま
り
、
餹
と
窮
乏
と
の
：苦
を
铧
め
、
時
偶
有
り
っ
く 

賴
り
な
い
努
働
に
よ
っ
て
电
ぅ
じ
；て
_

ロ
を
凌》

で
ゐ
る
ー
か
で̂

る
。」

®
 
二
七y

而
し
て
僅
か
に
，職
に
(|
-

.

ま
り
#

た
#

で
も
、
勞
働
時 

問
の
延
長
，に
よ
る
勞
働
强
化
？
實
銀
値
下
、
減
傣
を
も
っ
て
、
一
そ
の
：坐
活
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
生
活
の
.不
安
を
極
度
に

感
じ
.て
ゐ
る
？
:
. 

.
一:

'
V

,

.

-

 

■

'

 

:

 

'

 

:

 

-

 

\ 

:

ニ
飩
ニ
四)

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
1
九
ー
__
〇
苹
七
乃
十
五
日
號

(

註
ニ
五)

レ
キ
ァ
ノ
ゲ
ア
V日
本
に
於
け
る
失
業
.
山
本
怔
夫
譯
.第
三
期
失
業
問
題
•
■
昭
和
六
牟
十
月
刊
：

I
n
s
K

(

独
ニ
六〕

.
ナ
ゥ
'マ
ン
、

一,九
！ー
ー
〇
年
の
他
界
失
拳
：'摩
勞
.ズ
ロ
科
學
共
_

失
業
及
び
失
業
.民
對
'関
^

-昭
和
六
：部
七
■月
刊
八
无
页：

.

s
i
l

七
0

ケ
ィ
•ヒ
ス
フ
エ
:ル
ド
,ロ
本
に
'於
.け
：る
：失
業
_
題
.
前

揭
^
、
 ̂

八
九
丨
九
.〇

只.
.

.

.

.

-

都
市
に
お
け
る
土
業
勞
働
者
の
塞
旖
村
者
を
も
養
は
ね
ば
な
ら
ぬ
農
村
の
狀
態
が
如
何
な
る
荷
様
で
あ
る
か
は
ぺ
今
け
あ
ま
り
に 

周
知
の
琪
に
0
し

_
て

ゐ
る
0
is
.村
の
窮
乏
は
、
全
體
：と
し
て
の
農
村
の
翁
乏
^
^
味
す
る
と
し
て
も

、

そ
の
内
部
的
關
係
の
對
立
S
 

募

々
は
忘
れ
て
は

I

ぬ
0
こ
の
中

產
以
下
め
農

^

窮
乏
に
つ
い
.て
、
。香
々
は
そ
れ
を
こ
、
：

に
語
る
必
要
は
な
い
々
農
村
に
お
け
る

i

窮
乏
實
話
は
こ
れ
を
雄
辯
に
示
し
て
ゐ
る
。(

雖
ニ
八
ゾ
ノ

(

註
ニ
八〕

''
久
保
寺
：1
1郞
著
農
衬
の
崩
壤

..
昭
和
五
年
十
ニ
.月
刊
稻
村
隆
'ー

著
F1
本
の

I

を

語

る

農
村
婦
人
哀
史
昭
和
六
牢
十
二 

. 

月
刊
^
を

見
ょ
0
,

中
小
商
工
業
#
は
ど
ぅ
かO

「

現
在
0
恐
慌
過
程
.は
銀
行
資
本
と
結
合
し
.得
な
い
條
件
の
，下
に
あ
る
中
小
企
業
の
沒
落
過
程
で
も
あ 

る
。」(

砘
ニ
九)

，こ
の
問
題
に
っ
ぃ
て
の
專
門
家
ば
次
の
や
ぅ
に
ぃ
っ
'て
：ゐ
る
。「

諸
々
の
救

濟
策
、
打
開
策
、
轉
換
策
、
更
生
笕
等
々

I

 

'そ
の
多
く
；は『

か
け
聲』

政
策
に
終
っ
て
ゐ
る
が
ー
.に

も

拘

ら

ず

中

•
小

商

工

^

業
若
は
.と
く
に
金
^-

梦
を
变
機
と
し
て
急
.速

^

没

落

T
=
1

 

を
奏
し
つ
、
あ
る
。
し
た
が
つ
て
彼
等
の
多
く
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
、
は
ら
ず
、
大
衆
的
に
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
な
い
し
、
セ
ミ
•
ブ 

ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
っ
、
あ
る
。
と
く
に
彼
等
の
子
弟
墨
っ
て
.は
大
部
分
そ
の
：■父
nル
の
實
：志
、
意
欲
、
期
待
に
頓
着
な
く
、
ブ
ロ
レ
タ 

リ
ア
な
い
し
、
セ
.、、/
•プ
ロ
:'
-レ
タ
.リ
ア
.化
し
た
0
最
後
に
中
•
小
業
者
の
分
解
作
用
-
—

ブ
ル
ジ(

ョ
ア
ジ
3
の
党
全
な
識
屬
の
も
の
に
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
ジ
L
の

發

展

を

自

己

，
の

發

展

：と
同
一

' 視
す
る
も
の
.と
、
反
ズ
ル
ジ
ョ
ア
的
精
神
に
め
ざ
め
た
も
の
と
.の
，分

裂

作

用

一
-

が
、
か
つ
て 

み
ら
れ
な
い
ほ
ど
ハ
ツ
キ
リ
し
て
き
た
0
/践
三
0
>

:

S

1

#
最
妬
に
押
け
る
經
濟
狀
勢
：
座
業
勞
働
時
報
マ
九
，

|1ニ

年
四
.月
.

號
' 
四
ニ
頁
'

0
M

8

檢
六
郞
著
.、'
中
小
商
エ
農
業
考
は
沒
落
か
？
吏
生
か
？

昭
和
五
牢
七
月
刑
\
ニ
丄
ニ
頁

か
く
.の
，如
く
無
產
大
衆
の
經
濟
狀
態
は
、
，
そ
の
金
面
を
通
じ
て
惡
化
し
て
ゐ
る
。
社
會
的
不
安
と
動
榣
と
は
こ
の
.恶
礎
の
上
に
立
つ 

て
ゐ
る
。
.無
產
政
鐵
.は
不
掘
.で
..あ
.る
:°
.し
，か
も
、
.
/
Cれ
らQ..

社
會
的
不
-1
が
.'何
.等
か
.o
力
に
..ょ
，っ
.て
，.組
^
せ
ら
■ォ

社

#
改
造
の
耍
3

CI

^-
に
'お
け
る
：\ァ

*-
»ノ
シ
ズ
ム
の
槪
觀
，
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ロ
本
に
お
け
る

.フ
_ブ
ッ
シ
ズ
ム
'の
槪
觀 

六
.一

一

(

一
.j

八
ニ)

と
な
名
と
き
、
そ
れ
は
犯
|?
:
诀
：河
の
勢
を
得
セ
も
の
と
^
は
ね
ば
.な

ら
ぬ
.0
:現
ア
の
遞
葡
政
黨
试
そ
め
紐
觀
カ
を
缺
い
て
ゐ
る
が
故
に
、 

.そ
の
大
を
龙
さ
な
い
の
で
あ
る
:0
.
.か
く
見
來
れ
ば
、
わ
が
無
產
大
衆
は
社
會
邏
動
の
よ
き
溫
床
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬC

• 

_

'

.

'

:

'

'

.._今

2
!本

は

か

、
る

社

會

的

狀

勢

の

下

；
に
お

.い
て
、
そ
の
滿
蒙
進
出
を
企
圖
し
龙
の
で
あ
る
0
故
に
そ
れ
は
日
本
资
本
主
義
に
と
っ
て
は 

最
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
：ぬ
。
國
內
の
狀
勢
は
か
く
の
如
き
企
圆
に
適
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
し
、
ま
た
外
國
か
ら 

の
抗
議
干
渉
も
受
く
ベ
き
地
位
に
ゐ
.る
。
故
：.に
、
か
く
の
如
き
政
策
の
强
行は

.！
！

內
に
お
け
る
諸
勢
力
の
充
分
な
る
統
制
を
必
要
と
す 

る
^
の
で
あ
る
0
滿
洲
事
變
を
焚
機
と
し
て
、
國
內
に
お
け
‘る
社
會
銃
tj
、
殊
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
銃
制
が
著
し
く
問
題
と
な
り
、
そ
の
倾
向 

が
茜
だ
し
く
顯
著
な
の
は
、
こ
の
必
要
に
よ
る
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ぬ
は
、
今
や
、
單
に
、
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
好
題
目
と
し
て
の
存 

t
の
み
で
は
な
い
そ
れ
は
日
オ
資
^ .
、3
霖
の
局
^
打
辟
の
^
要
に
お
け
る」

.つ

.の

.支
配
形
態
で
あ
る
o
.
そ
れ
は
如
何
な
る
意
義
を
有 

，
す

る

か

。

 

,

.

「

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
質
は
越
々
誤
っ
て
焚
義
せ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
一
部
分
は
、
イ
タ
.リ
ー
に
於
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
發
生
し
た
政
治
倏 

件
が
非
常
.に
複
雜
し
て
.ゐ
.た
爲
で
あ
り
.•一
部
分
は
.多
く
の
a
察
者
の
見
解
が
馄
亂
七
て
ゐ
た
が
爲
で
あ
る
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
或
は
地 

主
共
に
よ
り
て
率
ひ
ら
れ
た
テ
口
リ
ス
ト
的
運
動
で
あ
る
と
謂
は
れ
、
或
は
單
に
興
裔
し
易
い
靑
年
士
官
達
の
向
ふ
見
ず
な
振
舞
ひ 

だ
と
謂
は
れ
、
：或
ば
戰
爭
に
よ
り
て
、
零
落
し
た
る
小
ブ
ル
ジ
.
ア
的
分
子
の
絕
望
的
發
作
で
あ
る
等
と
_

は
れ
た
。
ど
の
觀
察
渚 

も

た

.乂
運
動
の
ー
面
ば
か
り
を
見
て
、
而
も
之
を
最
も
重
要
な
る
も
の
'と
考
へ
た
0

だ
が
、
フ
ァ
シ
<
ム
に
と
つ
て
V何
が
本
質g

決

定

的

で

あ

；る

か

と

“
い
ゝ

4

こ
と
ば
、
觀
察
盏
の
眼
は
最
初
に
映
じ
.た
る
%■
の
”に
よ
り
て
V 

と
り
も
直
さ
ず
、
金
權
政
治
反
對
の
小
ブ
ル
.ジ

a
ア
的
デ
マ
ゴ
ギ
ー
に
よ
り
て
決
宛
せ
ら
る
く
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
地
.主
黨
員 

\
.擁
，謹
の
行
動
に
'よ
り
て
決
^
せ
ら
る
'、
.も
の
で
も
^
し
..て
‘な
い
0

.今

.口
に
於
て
は
'、
ベ
ム
.ツ
ナ
リ
：.一
一
，
丨

の
■.獨
裁
が
小
ブ
ル
.ジ
3
Tの
^
裁 

..

及
び
地
主
黨
員
の
.獨
栽
で
は
な
く
し
て
、
大
產
業
資
本
及
び
金
i

n

p
獨
裁
で
あ
る
と
：と
は
如
何
な
る
觀
察
者
の
眼
に
も
叫
か
で

あ
る
。
そ
の
充
分
に
'明
由
な
證
摅
の1

つ
：は
、
：
フ
ァ
シ
ス
卜
政
府Q

全
經
濟
政
笟
で
あ
る
o
sff
-
k三 

一'
>:

,

•

.

 

-

 

.

.

.

. 

.

(

啓
1ニ

)

バ

シ

ユ

ヵ

—
丨

.フ
ァ
シ
ス
ト
獨
裁
の
特
質
論

吉
¥

萬
||
1
共
'譯

フ

r
ッ
シ
ズ
A
論

昭

和

セ

牢

ー

月

刊

|
丨
ニ
頁 

.フ
ァ
ッ
シ
ズ
A
が
大
產
業
及
び
金
融
資
本
の
.獨
栽
を
意
味
す
る
こ
と
は
今
や
一
の
记
說
と
せ
ら
る
i
が
、(

訣
三
ニ)

フ
ァ
ッ
シ
ョ
を
以
て
祖 

國
愛
の
發
露
と
し
て
、
资
本
生
篛
的
支
配
と
見
：な
い
見
解
も
あ
る
-:
0「

ヮ
ァ
ッ
^

:a
動
は
帝
國
主
義
國
家
に
お
い
て
の
問
題
で
あ
る
ど
こ 

ろ
か
、
こ
れ
は
ず
|

^ '
&

%
§
が
配
&
で
务
る
ー
.」

と
い
ふ
人
も
ゐ
る
0
8
.三
三
5
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
對
す
る
浪
漫 

的
空
想
的
觀
方
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
か
く
の
如
き
見
解
は
寧
ろ
例
外
に
®
ず
る
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
產 

業
資
本
並
に
金
I

本
の
支
配一

般
、
言
葉
を
換
へ
て
い
へ
ば「

反
：動S

す
べ
て
の
形
態
が『

フ
ァ
シ
ズ
ムJ

で
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
ふ 

こ
と

で

.あ
る
？

フ
ァ
シ
ズ

ム
は
反
動
の
ニ
つ
の
特
有
な
特
辣Q

形
態
で
あ
る
0」 (

難

三
四
0
.泖
ち「

フ

フ
シ
ズ
ム
は
資
本
主
義
.が
'一
宛
の
發
M 

段
階
に
到
達
し
た
國
々
に
お
い
：て
、
.今
：̂
迄

に

あ

ら

：は
：れ

た

最

も

首

尾

1食

：せ
る
且
つ
：最
も
完
全
な
反
動
の
體
制
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ 

る
O

K

S
 二
五
.

)

：.そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
-
に
奉
仕
す
る
す
べ
て
の
#
カ
の
鞔
ニ
的
紐
镟
に
よ
.る
支
配
で
あ
る
0
:故

.
に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム

( €

あ 

，
つ

て

は

、.議
會
主
義
の
懷
値
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
：

「

資
本
生
義
制
度
の
危
機
が
，尖
鋭
化
：す
れ
甘
す
る
だ
け
、
そ
れ
：だ
：け
&

々
、な

.日
本

^

お
け
る
フ
：ア
ツ
.シ
ズ
ム
の
槪
觀
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! ■

1
=本
.に
お
.け

る

.フ
ア
ツ
シ
ズ

 

<
.の..槪
觀
：
 

六

四

.(
I

一
 

八
四)

政
黨
一
-
そ
の
す
べ
.て
が
本
質
的
に
..は
^

ル
：梦
ョ
ア
％ 

——

の
^
在
及
.び
そ
れ
ら
.の
間
の
闘
#
は
、
ブ
ル
ジ
a
 

ア
^

-
に
と
つ
て
一
の
冗
物
と
な
れ
、：も
は
や
ブ
ル
ジ
：ョ
ア
；ジ)

1
は
こ
れ
を
容
れ
る
こ
と
が
出
來
な
る
。
：彼
等
が
踏
み
出
し
得
る
唯 

1
:の
敎
以
義
遒
ば
、
，
:-
の

设

猶

的

地

；盤

の

上

' 
V

.

,

S

S

D
依
々
弘
雄
蕃

「

.-
日
本(

フ
ァ
彡

^̂ 

獨
裁
政
治
論
叢
書

■

 

卷
ん
フ

r
ッ
シ
ズ
ム
述
脚
諭
昭
和
七
卬
叫

?7
!
刊

\'
'

1

0九
1:
以

下

パ

.メ
べ
ぺ

:'
'
^
^
-

 

C

註
三

10

室
伙
高
信
著

' -
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
ミ
は
何
か
昭
和
六
苹
十
！一
月
刊
.
九
〇
丨
九
ニ
頁
室
伏
氏
が
丫
ィ
ッ
國
民
社
會
主
義
の
命
贷
資 

の
打
破
？
い
ふ
辦
か

£>
:、「

命
融
资
本
が
世
抓
的
支
配
の

-現
實

^
な
づ
て
ゐ
る
以
上
フ
ァ

.ッ
^『

^

^

.1.

、へ
^
ょ
P

で
あ
.：る
b

だ
ぜ
か
ぜ
叫
ふ
ま
で
も
な
^

ァ

虫
義
の
も

V
"

で
：.マ
ル
ク
ス
主

_

が
生
'れ
、
.そ
丄
て
命
融
資
本
生
義
の
段
階
^
お
'
い
て
：フ
>

,

ム
が
生
:れ
た」

(

同
^
-% :
1
フ
：r
ッ 

: 

:
:'.
シ
ヨ
か
マ
-ル
ク
ス
.か

- 

C

独
三
四)

エ
ルn.

リ

フ

r
ッシズ■ムの
間
題
に
つ
い
て
前
揭
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
論
七
五
凤 

:

c
独
三
五

)

.
エ
ル
コ
リ
、
フ

r

ッ
シ
ズ
ム
の

g

題
に
つ
い
て
，
八
〇

K

:
 

x
ti
l
三
六)

エ
ル
コ
リ
フ

r

ッ
シ
ズ

A
の
間
題
に
つ
い
て
前
揭
寄
八
四
茛
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ふ
本
質
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

"
'!
!

^

フ
r 

,

:

.

:;■
ッ
パ
シ
ズ
ム
批
判
.の
批
判
.
純
濟
往
來
二
^

''
次
.に
考
察
：を
耍
す
る
.の
'は
、
フ
ァ
ッ
ジ
ズ
，ム
連
動
：と
中
1

級
の
：問
題
.で
：あ
る
0
.フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
を

の
ゃ
ぅ
m
ぃ
っ
て

ね

る

。r

フ
r
ノ
シ*

は
本
質
ぬ
於
；̂
て
、
/-
-
容

0

.

T

ジ
'
rtt
:
•對
す
.谷
5
:產
階
級
..の
.反
_
で
釭
る
0'
'
資

本

_

の

高

度

的
 

赞
展
.は
中
產
階
舰
の
生
活
を
不
安
に
陷
本
る
o
彼
等
が
.經
濟
的
特
擗
を
獨
ll
i
す
る
太
ブ
ル
ジ
-
プ
ジ
ー
に
對
し
て
反
感
を
抱
く Q

は
^

然
で
叙
る
？
即
ち
彼
等
は
反
資
本
主
翁
化
し
て
來
た
？
敗
に
中
產
霞
は
健
金
が
る
國
战
意
識
の
所
有
者
で
あ
る
。

：
:.
彼
等
は
熟
烈 

な
愛
國
者
で
あ
る
。(

:,
:
.國
家
の
現
狀
は
、；

一
日
立
て
ば
一
.日
立
つ
ほ
ど
、
國
良
精
陳
を
弛
廢
ぜ
し
め
、一
國
を
混
亂
せ
し
め
、
 

國
民
的
’生
存
擬
?:
:
不
安
に
陷
れ
.る
こ
と
に
な
る
。

一
方
に
對
外
關
係
が
險
惡
化
し
つ〜

あ
：る
と
き
、
彼
等
愛
國
者
が
斷
乎
た
る
國
家
改 

.

造
办
念
を
抱
く
に
至
る
乙
と
は
當
然
の
過
程
と
い
は
ね
ば
な
ら
^
,

.
,
.
.
.
こ

V

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
進
擊
が
あ
る
^

齒

-
七
レ
こ
の
見
解
は 

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ん
の

.瑰
象
形
態
0
外
而
尨
け
^'
M

し
た
も
の
：に
#
:ぎ
な
；い
；の
で
あ
る
9
.ラ
ャ
ッ
シ
X
ム
.は
中
產
階
級
運
動
の
形
態
を
#

b
得 

る
。
し
が
じ
^
が
ら
も
.の
本
節
は
こ
\
に
#
し
な
い
o
r K

ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
あ
く
ま
で
も
ブ
ル
^
ョ
ア
願
植
確
立
，の
た
め
の
'運

動

：で

あ

：
つ
'て
、 

,

斷
じ

P

中
問
階
/t
-
ひ
た
奴S

遝
動
梵
は
釭
り
得
な
い
。
fe
り
ぬ
中
產
階
曆
の
た
め
o
蓮
動
.と
し
て
'發
弟
ず
る
.
7ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
あ
つ
た
と 

D
て
む
”
ブ¥

ダ
"
T踏
毅
と
結
緣
じ
ft
い
.限
り
、「

そ
れ
ば
稂
◎
な
^
苹
花
で
お
タ
て
、
早
晩
桃
死
せ
ざ
る
？:
-得
®
,い
Q
J 

(

註
三
八)

杉
山 

氏
は
.

a
j

の
こ
と
を
實
證
的
に
說
明
し
て
ゐ
る
O

D
が
ら
ば
、
ブ
ル
泛
ョ
ア
澍
權
« '
ル
^.
ー
っ
わ
ク
.
^
.ク
せ
あ
>̂

ブ
|ァ
ッ
ジ
ズ
ム
が
如
何
な
る 

理
财
に
ょ
つ
て
中
問
階
級
を
把
搌
し
、
#
間
階
級
的
運
動
た
る
色
彩
^
採
.る
が
。
そ
れ
に
は
、
中
問
階
級
(0
心
理
的
^

S
:が
あ
る
0
杉 

山
榮
氏
の
文
萆
钇
借
り
ょ
ぅ
。「

#
|1
1
]階
厝
は
ィ
デ
.オ
ロ
ギ

1

IC
お
.

5
.

て
も
、踐
行
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア
と
も同

：.

一.
の

範

疇

に 

入

る

こAJ

を

好

ま

ず

、
反

對

：に

.ブ
ル
：ジ
a
T
f®
M

に
潜
入
じ
ょ
ぅ
と
す
る
强
い
1

を
持
つ
て
ゐ
.る
。
從
つ
.て
中
問
階
曆
運
動
を
檩
榜
し 

而
も
本
贤
的
K
は
^

ゼ
ジ
3
T連
動
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
4
.が
ひ
と
.た
び
«

の
_
を
差
b
延S

i

す
と
、
中
M

;t
は
す
ぐ
に
其
の
手
に
抱
か 

れ
る
の
：だ
.
0加
ふ
>̂

に
-
中

間

階

麽

は

；ブ

ル

ジ
H
T:
及

び

ブ

ロ1<
-
:タ
リ
ア
の
い
づ
抓
.ょ
り
も
容
易
な
途
を
步
み
た
が
.る
が
、
ブ
ロ

レ
タ 

1

運
«)
の
途
は
崎
_
||
^
折
し
、
.
ソ
：：ァ
ッ
シ
ョ
» .
動
の
そ
れ
は
比
較
的
平
狃
で
あ
る
0」(

餘
三
：九)

そ
の
外
中
間
踏
級
曆
の
服
從
心
生
活
不
安

^

，
'.

只
本
に
和
げ
る
フ
ァ
ッ
卜
ズ
ム
の
槪
觀

：

..
:

.'

,

:

.

六
丑

'
:

 

C
.

U

八
五)

：

!!

_



日
本
に
お
け
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
槪
觀

 

六

六

2

一
 

八

.-
*-.C

に
對
す
る
强
大
な
勢
力
と
い
ふ
心
理
的
要
因
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

,

(

鞋
三

.七
> 

赤
松
克

'磨

.

>
ァ
ッ
シ
〒
の
脅
威
經
濟
往
來
昭
和
七
年
五
月
號
ー
九
六
其
：

 

.

(

餘
三
八

)
杉
山
榮
フ

r
t
v

シ
ズ
ム
心
理
學
經
濟
往
來
厂
昭
和
七
年
六
月

.號

''
1
1:
:

六
頁
 

. 

(

餘三九

〕

杉
山
榮
フ

r
ッ
シ
ズ
ム
心
玴
學
バ
前
揭

 

ー
ー
ニ
ハ
丨
ニ
‘ー
 

土

頁

：

,
こ
の
點
で
中
間
階
級
を
最
も
：止
確
に
.分
析
し
'
そ
の
本
質
を
明
か
に
し
た
も
の
は
、

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル 

ス
は

一

八

四

八

年
前
後
の
形
勢
に
關
し
て
い
4

0「

ド
ィ
ツ
で
は
■一.階
級
と
し
て
の
大
き
な
資
本
家
及
び
製
造
業
者
の
發
達
が
阻
害
さ 

,れ
た
結
梁
と
し
て
、
小
商
工
'階
級
が
非
常
に
多
數
で
あ
を
。
大
都
會
で
は
^
.こ
れ
が
住
民
の
殆
ん
ど
過
半
數
を
占
め
て
ゐ
4
し
、
小
都 

會
で
は
、
ニ
曆
富
裕
な
競
爭
者
の
.な
い
た
め
に
、
す
づ
か
り
優
勢
を
占
め
，て
ゐ
る
0-

こ
0
.階
級
.は
あ
ら
ゆ
る
近
代
國
家
に
お
い
て
、
又 

k
す
べ
て
の
近
代
革
命
に
お
い
て
、

最
も
重
要
な
階
級
で
あ
る
が
、
殊
に
ド

ィ

ツ

で
は
‘、ー
へ
曆
重
要
な
地
位
を
古
め
、
現
に
最
近
の
闘
爭
中 

も
、

l

般
に
決
宛
的
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
小
，商
工
^
級
は
大
き
な
資
本
家
や
商
人
や
製
造
業
者
、
即
ち
い
は
ゆ
る
本
來
の 

ブ

ル

ジ

ョ

ナ

：シ

ー

と

ブ

ロ

レ
タ

.リ
ア
階
級
、
.即
'ち
勞
働
®

級
と
の
中
問
に
位
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
こ
の
階
級
の
性
質
を
決
定
す
る
。
こ 

の
階
級
に
屬
す
る
個
人
は
、
ブ
ル
.ジ

H
ア
ジ
丨
の
地
位
に
あ
こ
が
れ
な
が
ら
、
.ほ
ん
.の
些
細
な
不
遝
で
後
者
0
伸
間
に
投
げ
こ
ま
れ
て 

.
し
ま
ふ
。
.君
主
國
家
や
封
建
國
家
で
は
宮
廷
や
貴
族
の
愛
顧
が
此
の
階
級Q
存
在
の
必
要
と
な
る
。
こ
の
愛
顧
を
炎
へ
ば
、
'
そ
の
大
部 

分
は
減
亡
す
る
。
小
都
會
で
％

、
兵
營
と
か
、
地
方
政
廳
と
か
、
.栽
判
所
と
が
"
が
甚
だ
屢
こQ

階
級
の
繁
榮
A
土
豪
を
成
し
て
ぬ
る
。 

こ
れ
ら
を
引
き
去
つ
て
見
た
.ま
.へ
o
た
ち
，ま
ち
小
.商
人Q.

、
裁
縫
師
や
、
’靴
屋
や
、
指
物
師
は
沒
落
し
て
し
ま

ふ

。

，

か
べ
て
此
の
階
級

ば
、
常
裕
階
級
の
：|
:間
に
入
り
こ
±:
ん
と
す
る
希
.望

と
\-
:
ブ
ロ
 

\
ダ
リ
ア
.叉
は
迤
だ
し
き
は
細
托
の
狀
態
に
落
ち
こ
む
恐
怖
と
の
間
1 

一
 

ま
た
公
務
の
管
理
に
割
り
込
ん
で
自
己
の
利
益
を
增
進
せ
ん
と
す
る
希
望
と
ま
づ
い
時
に
民
對
し
て
-
彼
等
の
最
上
の
顧
客
を
取
り
去
.

一
 

る
力
を
持
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
彼
等
の
生
#
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
と
こ
ろ
の
政
府
の
怒
り
を
貢
ふ
怖
れ
と
の
問
に
は
て
し
な
く
も
動

搖
す
る
。
そ
の
所
荷
す
る
資
產
は
僅
少
で
、
そ
，の
所
有
の
不
確
實
な
こ
と
ば
そ
の
所
有
の
高
に
反
比
例
す
る
。
か
く
て
彼
等
の
見
解
は 

極
め
て
ぐ
ら
っ
い
て
ゐ
.る
0
.强
カ
な
封
建
政
府
ま
た
は
君
主
政
府
の
卞
で
は
身
を
卑
下
し
て
、

は
い
っ
く
*は
る
や
ぅ
に
從
順
で
あ
る
が

二 

‘ 

一
且
中
等
階
級
が
勢
ひ
を
得
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
自S

主
義
の
侧
に
身
を
か
は
す
。
中
等
陪
級
が
そ
の
支
配
權
を
確
立
す
る
や
否
や
、
激 

ん 

烈
な
民
主
的
發
作
に
襲
は
れ
る
が
'
然
し
ま
た
自
分
自
身
0
下
に
あ
る
階
級
、
プ

：1
レ
タ
.リ
ア
が
獨
自
の
.遝
動
を
企
て
る
や
否
：や
恐
怖

の
た
め
に
あ
さ
ま
し
い
意
.氣
阻
喪
に
逆
も
ど
り
す
る
の
で
あ
るo

/
g
.

四
0
V:こ
れ
は
一
八
四
八
年
前
後
の
.ド
イ
ツ
中
間
階
級
の
本
質
の 

. 

描
寫
で
あ
，る
が
y
彼
等
，の
本
質
に
對
す
る
観
察
は
、
例
へ
、
現
在
に
お
.い
て
^

、
：
'.そ

の

社

會

狀

勢

が

變

っ

た

こ

と

を

計

算

に

入

れ

て

も 

f 

本
質
的
な
も
の
を
持
づ
て
ゐ
る：。

中
問
階
級
の
本
質
の
最
も
茁
確
な
表
現
で
あ
る
？

一

f 

(

註
四

0)

：
干

ン

ゲ

ル

ス

革

命

及

び

反

革

命

|

1
八
四
八
年
に
お
け
る
ド
ィ
义——

市

川

正

一

譯

昭

和

三

年

.エ

月

刊

九

丨

一

一

頁

...I 

C 

■ 

■ 

„

故
に
エ
ル
コ
リ
も
い
っ
て
ゐ
る
O

K
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は「

單
な
る
反
動
的
運
動
で
は
な
'く
て
、
そ
の
起
源
及
び
發
M
か
ら
近
代
社
會
の
敵
對

的
階
級
た
る
ブ
ル
ジ
"
'ア
ジ
ー
と
.プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
.ト
の
.一
定
の
配
列
と
關
連
し
：て
ゐ
る
ば
か
り
か
、
更
に
殊
に
.こ

れ
^.
恶

本

的

階

級

と

.

 

•
:

 

.

.

.

そ
の
中
間
に
動
い
て
‘ゐ
る
中
間
曆
と
の
間
の
關
係
の
.配
列
と
關
聯
し
て
ゐ
る
'と
こ
•ろ
の
.一
の
反
動
運
動」

で
あ
る
0(

註
四
'
0
;

C

肢
四

JV
.H

ルn
'

リ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
間
題
に
っ
い
て
、

‘前
揭
書

.八
六
I

八
七
頁
 

* 

n
r

本
に
お
け
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
概
觀

 

六
七 

C
I

1

八
七
•

)

.

.

.

.

 

•



粟
に
お
け
一
き
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
槪
和
ご

'

 

六

八

.(

ニ
八
八

)

 

し
か
ら
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
思
想
的
內
雜
は
何
が
。
そ
れ
は
一
の
國
家
虫
義
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

エ
ル
コ
-9
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
* 

.イ
デ
ず
ロ
ギ
ー
の
內
容
を
極
め
て
|1
:
.確
に
把
扼
し
て
ゐ
る
。「

笫
一
、
國
家
は
全
社
命I

生
活
0
そ
れ
；の
あ
.く
ま
で
.種

.々

な

現

象

に

お

け

る 

.決

.
的̂
要
素
だ
ら
從
ば
な
ら
ぬ
。
§•
一、
國
象
に
M
t:
1
る
と
ぎ
市
民
は
何
.等
の『

權
利』

於
も
有
じ
な
^.
。
何
故
な
ら
凡
ゆ
る
植
利
の
起 

源
は
國
家
に
レ
て
個
ル
ひ
意
際
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ト
に
。
笫
三
、
。國
家
ばS

紙
を
超
越
：せ
る1

洧
機
體
で
あ
：る
、
.階

級

は

そ

れ

：が

#

す 

る
か
ぎ
り
、
：
國
家
"に
ょ
っ
て
、
、一
切
じ
の
抵
本
法
則
の
見
地
か
ら
見
ら
れ
取
揪
は
：れ
る
。
笫
四
\
階

級

_

續

は

國

家

の

指

導

下

に

お

い

て
、
：

」

の
紙
辙
0:
中
で
解
決
さ
れ
る
、
ど

0
組
織
中
に
は
生
產
0
色
ギ
な
因
子
が
生
產
の
最
良
條
件
と
生
產
物
の
最
芷
の
分
配
の
條
件

、

.

 

.J
 

.

.

.

.

.

. 

.■

'

 

■ 

* 

.

.

.
 

.

.

. 

•
: 

..

と
を
確
宛
す
る
た
め
に
、
it
-
接
か
つ
有
機
的
に
協
働
ず
る
。
か
、
る
組
織
は
協
同
體
的
國
家
で
あ
る
。
/
驻
四
ニ )

か
、
る
內
容
と
し
て

.

. 

.

-
.

-
 

-

■

く
：
.
.
,
.
.
-
.
:
-
.
•
.

一
.
-
-
.
‘

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

‘

.

の
フ
ァ
i

戈

デ

ォ

，
ギ
1

1

く

謹

：主

義

と

社

魂
I

s

1

な
i

令

^
^
^
^

で
办
る
最
も
統
脚
せ
ら
⑴
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
支
配
に
奉
仕
す
ベ
き
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
.は
理
論
と
し
て
は
無
愤
倘
ま
た
は
恨
览
の
低

.

.

.

. 

•
•
•
.
-
- 

... 

• 

-
. 

. 

' •

い
も
の
で
あ

-

石
。

U

か
し
、
そ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の

^

在
は
否
觉
出
來
な
い

^

驻
四
三̂

致
四
四)

'

 

(

註
四
'ニ)

，エ

ル

コ

リ7
r

ッ

シ

ズム
のE

題
に
つ
い
て
前
揭
.嘗
九
六
見

(

註
吸

111〕

.菸
坂
潤

.

.

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
せ
し
て
の
ム
ァ
ッ
シ
ズ
ム
バ
齓
想
間
題
昭
和
セ
苹
五
月
號

.

フ
ry

シ
ズ
ム
特
輯
號
ニ
三

—

ニ
九
瓦 

■(

.註
四
巧
ソ
フ
ぐ
ッ
シ
ズ
ム
に
關
す
る
邦
害
に
は

^

で
舉
げ
た
外
に
次
の
如
さ
も

^

^

.

リ
ツ

X

I
、
マ
-ル
チv

フ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
研
究
•磯
只
赏
譯
昭
和
七
年
六

月
刊 

ア
キ
ラ
、

,廣
鳥
宛
吉
譯
伊
太
利
に

於
け
5

フ
デ

ッ
，y

ズ
ム
運
動
昭
和

—
一牢六

月

，

藤
卯
悌
蓊
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
昭
和
四
年
六
月

室
伏
高
信
蓊

7r

ッ
シ

3'
治
下
の
併
太
利
昭
和
六
苹
十
二
丹 

'
|
ン
、
ッ

-1
.
ト
キ
ン
辤
フ

r

ッ
シ
ズ
ム
に
對
す
る
勞
働
紐
合
の
_
举
昭
和
七
年
四
月

 

^

■:
.

北
鄕
逆
釋

:
反
ス
广
ッ

'シ
ズ
ム
_
驴
昭
和

五
年
十
二
月
：

ラ
ビ
ン
ス
キ

-
著

K

 
ロ
レ
.タ
リ
ア
科
學
研
究
所

V
ヴ

K
1
ト
'同
®
研
究
會
譯

.第
-!1;:

期

v

社會ファッシ

.

ズ
ム
昭
和
七
华
叫

月

.

.

.
，七
？
0
ぺ 

-■'

.

R
本
に
お
け
る
：フ
ァ
ッ
シ
ズ
十
の
擊
i

は
，誰
か
。：
現
在
フ
ァ
ッ
シ
ョ
は
流
行
.

Q.

狀
態
で
あ
る
が
、
.フ
？

シ
ョ
な
.る
言
葉
が
一
の
輕
蔑
の
意 

味
を
持
：つ
で
ゐ
た
せ
い
か
、
：自
ら
フ
ァ
ッ
.シ
ョ
と
宴
1ー2
し
.て
ゐ
る
も
の
’は
、
本
^

:
一
月
.に
創
立
.さ
れ
た「

ロ
本
フ
ァ
ッ
ジ
ズ
ム
聯
盟」

位
に
過 

ぎ
な
い
の
で
あ
る
：0

1
四
.
$國
家
社
翁
主
義
盏
は
自
ら
を
フ
ァ
%
シ
^J

呼
ば
.れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
'ス
7*
ッ
'シ
"
が
他
の
フ
ァ
ッ
シ
★
と
異
る
所

以
：を
次
の
や
ぅ
に
宣
言
し
て
.ゐ
る
。「

今
日
俗
に
漠
然

:<
?

:『

：ブ
?

シ
ョ』

と

：
呼

ば

，
れ
T
ゐ
る
も
の

に

は

、

'-
一

一
つ
の
流
れ
が
あ

る

。

根
本
.に
於

- 

' 

.

い
て
资
本
虫
義
を
肯
宛
す
る
も
の
と
、
' 极
本
に
お
い
て
,

_

击
義
を
否
定
ず
^;
も
.の
と
：の|

十
つ
：で
あ
る
。
前
者
は
即
ち
苦
々
以
外
の 

r

フ
ァ
ッ
シ
ョ
；！
で
あ
り
、後
者
は
即
ち
我
.々
の
：

『

フ
ァ
ッ
，シ
ョ』

で
あ
る
。
我
々
を『

國
玛
フ
ァ
ッ
シ
ョ』

え
言
ふ
&
ち
ば
、
前
#
は

.]
1
*
:に.

『

ブ
ル
ジ
ホ
ア

• 

フ
ァ
ッ
シ
ョ』

と
呼
ば
る
：べ
き
も
：.の
.で
あ
り
、
.結
局
資
本
主
義
の
擁
護
で
あ
る
？
言
葉
の
全
き
意
味
に
^

て
、
前
者
は『

國
家
資
本
主
義』 

:

で
あ
り
、
#
漭
は
园
家
社
會
主
義j

で
あ
る
O

J

S

S

C::」

 

.
V 

-■

:

'

s四
五
.

雜
誌 >

:

ァ
ヅ
シ
ズ
ム
を
：三

'月

，以
降
刊
行
す
？
.:
:
>
:
'
ぐ

：
.ソ
'
'
: r

v
'

 

:

-

 

::
:

(

註
2
0
.
.所
謂
フ
.ァ
ッ
#
ョ
に
っ
^

\
こ
の
.區
別
0
當

秃

.は

と:<
1

に
論
ホ
る
こ
去
を
必
要
.と
^
な
い
'0
晋
々
が
フ
ァ
ッ
シ
'ズ
^
:に
つ
：
い
':て
與
へ

• 

H

本
.に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ジ
ズ
ム
の
槪
觀

.

 

六
九
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(

ブ
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八
九
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.

T-
I
本
に
お
け
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
遍
觀
：
 

七

〇

(

1

!
九
〇)

動
を
類
別
し
て
行
け
ば
ょ
い
の
；で
あ
る
。
日
本
に
舞
い
て
、
フ
.
-5
シ
ズ
ム
發
生
0
社
會
的
迤
礎
が
孩
在
し
、
.
£/
れ
に
照
應
す
る
運
動
の

起
つ
て
來
於
こ
と
：は
事
實
で
あ
り
、
.廣
く
認
め
ら
取
，て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0

&
註
四
七)

し
か
し
な
が
ら
、
廣
く
理
解
さ
れ
て
ゐ
る

と

こ

' 

' 

.

.

.

.
 

-

ろ
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
»
を
，フ
ぶ
シ
ズ
ム
に
あ
ら
屮
と
論
斷
す
る
人
に
室
伏
高
信
氏
が
あ
る
o「

日
本
に
お
い
て
フ
ァ
ッ
シ
"と
い
は
れ
て
ゐ 

る
も
.の
は
以
上
ニ
つ
の
點——

滿
蒙
進
出
賛
同
及
.び
〇
〇
政
治
丨
レ
に
，お
い
て
特
質
を
も
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
一
一
つ
と

も

に

フ

T

V
 

シ
U
の
：反
對
原
理
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
：フ
：ァ
ッ
シ
ョ
^
い
は
れ
.て
ゐ
.る
も
の
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
で
は
：な
5
。
こ
れ
は
國
民
社
會
生
義
で
は
な
く 

.て
帝
國
社
會
生
義
で
あ
る
。
帝
國
は
國
尻
で
は
な
く
、
國
民
の
發
展
で
も
な
v>
。
國
民
が
带
國
へ
と
發
展
し
た
も
の
と
假
宠
し
ょ
ぅ
。 

わ
れ
く
は
旣
に
い
つ
て
ゐ
る
0
こ
れ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
.で
は
な
い
>

0
フ
ァ
ッ
シ
ノ
で
なS

ど
こ
ろ
で
は
な
い
0
こ
れ
は
フ
ァ
'
v

tが
戰
は
ね 

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
.な
ぜ
な
ら
フ
.
5シ
'ョ
の
も
と
め
て
ゐ
る
も
の
は
血
.の
純
潔
で
あ
る
0
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
い
は
れ
る
も
の
の
も 

と
め
て
ゐ
る
も
の
ば
血
の
不
純
化
で
.

4

る
。

1
:
0
P民
族
は
血
fe
刺
潔
で
あ
る
が
、
複
合
民
族
は
血
の
破
壤
で
あ
る
o」

s

四
八〕

こ
の 

室
伏
氏
の
立
場
は
純
粹
な
民
族
主
義
で
あ
る
？
今
日
の
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
，は
.勿
論
か
く
の
如
き
も
の
で
は
な
い
？
ま
た
か
く 

の
如
き
も
の
た
り
得
な
い
制
約
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
氏
は
フ
了
ソ
シ
.ズ
：：ム
に
お
い
て
、
民
族
自
治
生
義
の
立
場
を
求
め
、
そ
れ
が
、
ブ
.
 

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
^

一
 

的
支
配
體
制
と
し
て
與
つ
て
來
た
制
約
を
無
視
し
て
ゐ
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
運
動
が
、
氏
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ 

ム
概
念
と
正
反
對
の
立
場
に
あ
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
そ
の
根
抵
に
お
い
て
何
も
の
な
る
か
を
示
す
好
個
の
根
摅
で
あ
る
。

こ
の
點
に
お
い
て
、
氏
の
說
明
は
逆
說
的
に
い
つ
て
極
め
て
面
白
い
見
方
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。

•
 

, 

.

.

. 

• 

,

(

滋
阃
七

)

佐
々
弘
雄
蓊
ロ
本
フ
ァ
ッ
タ
ズ
ム
の
發
放
過
遐

I

ロ
本
に
，於
け
る
フ
ノ
ッ
シ
ス
ト
政
黧
i
そ
の
運
動
遨
業
勞
働
峙
報
昭
和
七
苹
ー
ニ
月
號 

滿
洲
侵
略
戰
驴
W
WI
-
.會
フ
ァ
ッ
シ
.ス

ム

ブD

レ
タ
リ
ァ
科
學
.
昭
和
六
牢
十
二
月
號 

•
 

m

本
帝
國
主
，義の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
盹
營
の
編
成
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
科
學
昭
和
七
年
三
月
號 

ロ
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
現
狀

w

批
判
財
政
經
濟
畤
報
昭
和
七
苹
六
月
號 

岡E

恰
川
蕃
フ
ァ

'ッ
シ
ズ
ム

W

H
本
の
文
化
及

.敎
宵

.
昭和
.七
^
五
月
刊

_■

日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
特
質
思
!̂
pH
題昭和七苹近月戤

 

•

(

註
四
八)

.室
伏
高
信
氏
n
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
特
質
思
想
fi
n

.®
五
月
號
，
六
九
頁 

フ
ァ
ッV

ス
ム
は
齊
通
に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
•
プ
ロ
パ
ー
と
社
會
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
るO

フ
ァ
ッ
シ
ズ
A 
•
ブ
口
パ
ー
は
旣
に
述 

ベ
た
や
ぅ
に
、
國
粹
主
義
の
.外
觀
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
銃
十
的
支
^
體
制
0

ー
樣
相
で
あ
る
が
、
社
會
フ
T
ソ
シ
ズ
ム
も
そ
の
本 

質
に
よ
り
て
ノ
こ
れ
と
異
る
.と
こ
ろ
は
な
い
。
た
^
こ
れ
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
前
者
が
傅
銃
道
德
、
國
粹
主
義
の
一
點
張
り
に
な
る
に 

,
 

對
し
て
、
.
.後
激
が
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
外
觀
を
社
會
主
義
、
殊
に
國
家
社
會
主
義
の
包
裝
で
包
ん
で
ゐ
る
點
で
あ
る
。
兩
者
の
差
異
は
そ
の 

外
觀
を
除
け
ば
、
そ
.の
フ
>
ッ
シ
ズ
ム
的
機
能
分
業
で
あ
る
0
前
奪
は
中
小
並
に
無
産
市
域
曆
の
獲
得
を
そ
の
目
的
と
し
、
後
者
は
、
そ 

の
社
#
主
義
的
外
裝
に
よ
つ
て
、
改
良
主
義
の
指
■
^■
を
逋
じ
て
社
會
主
義
的
意
識
を
有
す
る
勞
働
者
曆
を
獲
得
し
や
ぅ
と
す
る
も
の 

で
あ
る
O
C註
四
九〕

. 

..

(

^

四
九)

ラ
，
ビ

ン

ス

キ

ノ

第

三

：
期

ミ

瓧

#
:
フ

ァ

ッ

シ

ズ

ム
 

•
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
.
プ
.ロ
パ
ア
と
社
會
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
區
別
の
如
き
は
、
少
く
と
も
そ
の
揭
げ
る
綱
領
か
ら
見
る
と
.き
に
は
、
多
少
明
瞭
の

日
本
に
お
け
る
フ
ァ
、ソ
シ
へ
ス
ム
の
槪
觀 

七

一 

0

 

1
九

1
0



、

'

0
本
：に
お
げ
.る
：フ
ア
マ
シ
ズ《

の
.槪
觀
'.
.七
ニ 

(

ー
ー
：九
5 

や
う
.に
思
は
私
る
、
■し

が

し

な

：が

ら

、

そ
Co
.他
の
類
別
は
何
時
も
多
少
の
困
難
を
伴
ふ
や
う
：で
あ
る
9
今
®

 Q
.
1.

二

を

擧

げ

.て

見

や 

う

。

笫

：
1

は

佐

々

，弘

雄

氏

の

そ

れ

.で

あ

るO
C註

き
V
.
,
;
,

ッ
シ

ズ
ム

、(

1〕

X> 

{
G
僚
フ
ァ
■ッ
シ
ス
ト 

"9
,
> 

:
國
粹
ブ
ァ
ッ
；
シ
：.ス
ト
：

(

蔭

諸

圈

體

)
_

?)
；
國
民
.ブ
'ァ
.
ッ
シ
.
ス
ト(

置

社

會

主

義
-0

(

4〕
社
會
ブ
ァ
ッ
シ
ス
ト

第1
I

は
財
政
經
濟
時
報
の
分
類
で
あ
る
。
.CE-
U
2L
C

日
本
プ
ァ
.ッ
.
シ
ズ
ム
一

ハ y^s ^ へ

0  \y Ky  V /

1  I I  I
フ ' フ ' ツ フ.

y ッ ツ ッ  

シ ：シ . シ 5 ^  

フ、 フ、 ス ス

國
本
社
、
愛
.國
勤
勞
黨
の
如
き
も
0'
.
;
 

.協
力£

閲
運
励
■
■'
:

大
日
木
生
產
簾
、
國
民
社
會
黨
發
備
會 

赤
松
氏
の
國
民
社
會
主
義

第
一
一
一
は
中
島
淸
氏

(

の
'分

類

で

あ

る
o
f
i
.
五II)

|
日
本
主
義
的
社
會
主
義
大
日
本
坐
產
黨
そ
の
他
の
從
來
の
反
動
者
流
：
:.
:
.

.旗
手
直
木
|
社
會
國
馮
主
義
；
中
野
茁
剛
氏
等

、
國
民
主
義
的
社
會
主
義.

下
中
、
赤
极
、
鳥
中
、
坂
本
、近
藤
等
無
產
黨
か
ら
出
直
し
た
人
々

_

i

i

n

-

C

註
五
o')

佐
々
弘
雄
费
火
衆
政
治
請
本
昭
和
七
年
！！ー
月
.
ニ
九
八
茛

(

註
洱
1
>
1
:
1
本
フ
て
ッ
；シ_ズ
ム
の
現
狀
ざ
批
判
、
:.
財
政
經
濟
時
報
昭
和
七
年
六
月
號
一

.
0
H頁 

(

註
五
5

..
中
岛
砑
フ
ァ
ジ
シ

'

K

ム
研
究

.
勞
農
昭
和
七
牢111

只

號

1
5
1

頁

す
ベ
の
現
象
の
分
類
は
多
く
困
難
を
伴
ふ
.こ
と
を
免
れ
得
な
い
が
、
こ
の
場
合y

も
さ
う
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
佐
々
氏
の
場
合
軍
部
、

I

フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
稱
す
|

の
：と
麗
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
稱
す
る
も
の
秦
區
別
は
.明
瞭
で
は
^
^
^

族
院
f

の
質
問
に
對
し
て
、
^
砠
荒
木
_

;
氏
は
小
壯
軍
人
と
國
家
社
#
主
義
奔
と
の
關
係
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
で
ゐ
る
。
勿
論 

取
部
フ
ァ
ッ
シ
-*
<
bい
は
れ
る
も
の
に
も
、|

一
三
の
鬣
が
ぁ
る
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
兩
者
の
區
別
は
意 

味
を
な
さ
ぬ
■：
°，
財
政
經
濟
曝
報
記
考
の
分
類
.に
つ
い
て
い
へ
ば
、
供
產
フ
ァ
ッ
シ
ョ
&
る

も

，，の
と
國
粹
フ
ァ
ッ
シ
ョ
な
る
も
：
の

と

の
區
別
は
解 

し
得
な
い
。
殊
に
：擧
げ
ら
れ
た
太
日
本
生
產
黨
の
如
き
は
、
そ
の
綱
領
に
.は
何
等
國
家
社
會
主
義
を
示
す
も
の
を
荷
た
な
い
に
も
拘
ら

,

.
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■

.
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.

.I.
'
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,■
.
.
. 

• 

■

ず
、
そ
の
：理
論
的
措
襟
者
雄
久
井
龍
雄
氏
の
：如
き
は「

日
本
的
社
#
主
義

.

の
提
唱」

と
い
ふ
小
册
子
を
出
し
て
ゐ
る
。
•と
い
ふ
が
如
き

.

.

.

.

.パ

. 

.

.

.

. 
-
.■•
.■ 
.
.
.
.
.
.ノ 

.

.

.

.

.

.

.

. 
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「

.

.:

.1 

.

.

.

. 
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.

.

.

曖
昧
な
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
故
：に
、
中
島
跃
は
大
日
本
坐
產
c

f
も
つ
て
W

本
、m
義
的
社
會
主
義
の
.中
に
分
類
し
て
：ゐ
る
の
で
あ
る
。
.

■ 

■
,

- 

.

.

.

.■.

.

.

.

.

.
'
.
.
.
.

へ
.
-
：.'
.
' 

* 

■

.

.

.

.

 

' へ.
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.

.

.

'

.

而
し
て
、
そ
の
社
會
，フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
概
念
に
つ
い
て
も
、例
へ
ば
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
.立
場
：か
ら
す
れ
ば
、
社
民
黨
も——

赤
松
氏
の
脫
退
派 

を
含
め
て
の——

勞
農
黨——

近
藤
榮
藏
、
坂
本
孝 

一ニ
郞
氏
等
の
轉
肉
派
を
含
め
て
の
I

も
何
れ
も
社
會
フ
ァ
ッ
シ
ョ
で
な
い
も
の
は
な 

い
の
で
あ
る
O

S
五
三)

而
し
て
、
前
揭
佐
々：

氏
の
分
類
中
の
社
會
フ
ァ
ッ
シ
.ス
ト
と
は
、
こ
の
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
うo

以
上 

の
や
う
な
觀
點
の
下
6

1

■

.

ど

-

'

^

’

日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ツ
シ
ズ
ム
の
概
觀 

セ

-

(
一
..!

九
§



日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ツ
シ
ズ
ム
の
槪
觀

. 

七
^

(

ー
ー
九
ド

)

.
'

フ」

ァ
ツ
：シ
ス
ト
.' 

.

a

v

議
會
，フ
ァ
ッ
シ
ス
ト 

•

2Q
W

1
國
民
フ
ァ
ス
ン
ス
ト

 ̂

A

フ
プ
ッ
シ
ス
ト
、
•フ
口
パ
了
へ

日
本
フ
ァ
ツ
シ
ス
ト
一

:

■:
,
: 

■
•
'
 

• 

. 

' 

L ... 

. 

■ :
\ 

. 

: 

.

,

-.
.

.の
如
き
分
類
を
し
て
.見
た
な
ら
ば
ど
ぅ
か
と
思
ふ
。
勿
論
こ
の
.分
類
^
正
確
で
は
な
い
？
何
と
な
れ
ば
、
自
ら
理
論
家
た
る
こ
と
を
潔 

し
と
し
な
い
で
、
行
動
家
た
る
こ
.と

，を

自

認

す

る

フ

ァ

ッ

シ

ョ

的

傾

向

を

有

す

：る

人

々

呔

、

そ

の

理

論

的

立

：場

に

_お
い
て
、
明
確
な
概
念
を 

持
つ
て
S

い
か
ら
で
I

O

S
分
類
I

つ
て
、
I

I

 

0負
響
で
あ
る
翁
體
を
分
類
し
て
見
や
ぅ
o 

Vふ
ま
で 

も
な
く
、
こ
れ
は
大
體Q

分
類
で
あ
る
O

S
五
；四〕

c
l
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ッ
シ
ズ
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盟
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五
日
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直
木
三
十
五
氏
等)

.

行
地
社(

大
川
周
明
氏)

.

,

士
林
茈(

北
一
輝
、
西
田
税
氏)

立
憲
養
正
'會(

田
_中
澤
：ニ
氏)

：
:

糊
粹
太
衆
黨(

彼
川
埤
一
氏) 

■

-

5 g M ™ H  ：

神
武
#(

大
川
周
明
、
狩
野
敏
氏)

.

.

國
本
社(

平
沼
麒
一
㈣

、
荒
木
貞
夫
氏)

國
維
會 

(

ニ)

.議
會
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

若
槻
內
開
崩
瓌
期
に
お
け
る
協
力
內
開
遝
動
W
野
犯
剛
氏
の
社
會
國
氏
主
義

(

三)

國
民
フ
ァ
ッ
シ
ス
.

ト

さ
く
ら
會
c
il
t
部
少
壯
將
校)

大H
I

本
坐
產
m.

內
阳
皮
平
、
津

久

井

龍

雄

氏

等

..;::

.

.

.

國
^
社
'#
黨
準
^̂

(

下
中
»
ー
ニ
郞
氏〕

--

新̂
日
本
國
民
同
盟
，

國
家
社
會
主
義
新
黨
準
備
會(

赤
松
克
艘
氏〕——

日
本
國
家
社
會
黨
ノ 

ロ
本
社
會
主
義
硏
究
所c

石
川
準
十
郞
氏}

E

本
社
會
主
f

盟(

林
登
米
夫
氏

)

,

(

四)
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〃

.社
#
民
衆
鑛
松
岡
駒
吉
氏
の
.產
業
泰
還
論
の
如
き
.は
明
か
な
る
社
會
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
と
い
は
れ
る 

■
金

國

大

衆

黨

，
松

：谷

與

1
1

郞
氏
の
如
き
滿
蒙
權
益
確
保
論
:

.

d

本
忙
お
耵
る
フ
ケ
ツ
シ
ズ
ム
か
槪
觀

.

.

.



?
g
l
-
i 

-
1 
ニ• 

- 

s
-r 

Ml 

-
-
-
i
l
—
- 

■

-
I<M
M
;
n
.

«~
i
f
l
-
g
n
nM
^
.
l
g
-f
w
t
^
s
*
i
--s
-f
?
_i
i
i
e
t
-
a
^
-
-

_l
i'
g
-
..*tiltaa

I

;
lj

i

I

接
^

^

■

截
^

良̂
_

r:

ぎ

■ 

.

.
 ̂

■ 

V
. 
V
.
- -
m 

V
-

玎
本
に
お
け
る
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
槪
氍

 

七
：

5

ハ
：

(
1
1

九
六)

白
沐
共
產
m
勞
働
客
派(

所
謂
懈
黨
派
.

)
.

.

、

.

.
'
.
.
. 

-
-

.
(

蝕
五

n

D
7e
:
aレ

ア

科

襻

■;
■昭
.和
六
年
十
；

11

へ
月
零
-

-

l

K

w

.

'

:

-
 

へ
.：
：':}

(

註
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四)
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と

、
に
擧
げ
た
結
社
名
は
主V

L
て
次
の
如
き
材
料
に
ょ
る

。
：

:

/

_

守
陣
敏
關
的
：

=
本
虫
義
戰
列
の
飢

.織
ミ
人
物
、
社
命
渾
動
往
來
？
昭
和
七
坻
六
月
號

I

丸
頁
以
下
同
誌
间
號
四
ー
页
以
下 

«-
本
に
.於
け
旮
み
ァ

'ッ
^ ;
ス
ト
政
激
患

.の
運
動
產
業
勞
働
時
報
一
九
ニ

^
^
^
^

ぺ
石
濱
知
行
ノ
日
本
阈
民
社
脅
虫
義
の
諸
潮
流
、改

造

1

九
5'
1
午
五 

■:

使
_

主
_

陣
營

.の
處
留

¥

蔭
#

秋
こ

^

へ
最
.近

の

裔

社

會

迩

動

：
四0

|
茛
以
下

'

:

^

日
本
經
濟
牟
雜
.
笫
八
鞞
ニ
七
宄
K
以
.下
：
：

社
會
連
動
通
信

(

日
刊

)

.

日
本
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
鉍
狀
ミ
批
判
財
政
經
濟
時
報
丄
ハ
月
號
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こ
.れ
らQ

.

フ
.>
ッ
シ
ョ
的
倾
向
に
は
共
通
點
が
.あ
る
か
。
勿
論
.あ
る
。
土
田
杏
村
氏
は「

最
左
翼
の
マ
ル
キ
シ
ス
ト
は
國
際
主
義
的
で
あ 

つ
て
、
國
圾
主
義
的
、
國
家
主
義
的
で
.は
な
い
。
そ
れ
故
に
彼
等
は
、何
等
か
國
段
生
義
的
な
傾
f

取
る
人
達
を
呼
ん
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と 

い
つ
た
の
で
す
0
國
家
社
#
主
義
者
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
呼
ば
れ
た
の
も
そ
の
爲
め
で
あ
る
。」

と
い
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
も
た
し
か
に
フ
ミ 

シ
ズ
ム
の
一
特
徴
で
あ
る
O

S
艽
五〕

而
し
て
、
，
こ
の
國
家
主
義
的
國
拔
免
義
的
と
は
何
を
意
味
す
る
か
は
、
直
木
三
十
五
.氏
が
軍
部
の

t
i

i

麵 :

人
々
と
#
見
後
に
書
い
た
短
文
に
ょ
く
窺
は
ふ
こ
と
が
出
来
る
。 

r

ニ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
條
約
の
廢
^

—

こ
れ
は
明
か
に
國
辱
條
約
'で
あ
る
o 

/

二
、
歐
洲
大
戰
以
後
に
現
.れ
た
る
平
和
思
想
の
た
め
に
誤
ら
れ
た
る
外
交
官
の
强
硬
敎
育
。

三
、
支
那
を
特
殊
國
と
見
て
»
特
殊
國
と
し
: ^
-

取
极
ひ
對
策
ず
る
事
！

戰
爭
も
可
で
あ
る
。

.

• 
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: 

V 

.

.

.
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, 
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四
、.
1
1
1
本
人
の
如
き
い
>
人
問
が
、
.廣
大
：な
る
無
用
の
地
を
所
持
し
て
ゐ
る
支
那
へ
進
出
し
て
行
く
祺
は
人
類
の
た
め
に
も
、
支
那

人
り
た
め—

に
も
い
、
事
で
あ
る
I

そ
れ
に
は
い
ろ
く
意
見
が
，あ
る
。 

.

• 

• 

•

五
、
必
然
と
し
て
姑
右
は
來
洋
モ
シ
ロ
ー
生
義
と
な
り
、
带
國
主
義
と
な
る
が
、
七
れ
：が
、
日
本
0'
生
#
±
、
支
那
と
い
：ふ
隣
國
の 

^
往

す

る

限

ち

唯

-
の
方
法
で
あ
る
弋
思
想
的
に
は
击
ぐ
で
ト
そ
ん
な
亊
は
如
ま
ば
^
い
'0
;

.
:

^
.ク

_

主

義

の

打

倒

ぃ
.

.

'

.

:

:

.
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:
v 
ロ
、
現
在
の
如
き
政
-
陂
治
以
否
定
\

ム

、
ィ
ン
タ
ァ
ナ
シ
W
ナ
ル
的
思
想
の
否
觉——

ブ
ロ
派
に
は
正
面
か
ら
桃
戰
す
る
严
• 

：

.

.
:

, 

■ 

.

.

. 

-
: 

:

右
の
ヨ
ic

は
外
國
の
フ
ァ
マシ
ズ
ム
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
.の̂

.

j

が

ぼ
-m
-

と

：し
，て
資
本
主
義
ど
の
：安
德
.と
な
り
、
援
護
と
な 

る
か
ら
、
.共
產
黨
な
ど
は
罵
倒
す
る
が
、
私
は
信
じ
る
、
結
艰
な
ど
"
今

考

へな
く
て
も
い
.V
と
？

1.番

入
用
な
の
は『

力』

だ
と
0」
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ノ
こ
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直
木
氏
の
文
章
呔
« ;
''
%

鮮
か
^

日
本
フ
ァ
ッ
シ
：ズ
ム
0
锻

本

钠

婆

求

を

衆

明

：じ

て

ゐ

.る

0.
直
木
氏
は
別
_の
場
^

W
本
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ジ
.ズ
ム
の
槪
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つ
て
ゐ
る
0 

5僕
は
資
本
家
ば
嫌
ひ
楚
が
、：
資
本
主
義
^
は
他
に
«
^-
ょ
^
所
於
あ
る
と
像
じ
セ
^
る
，
例
^
ば
、
撫
順
炭
鑛
な
.ど
で
、

支
那
の
苦
カ
を
澤
山
使
役
し
て
、
勞
銀
を
安
く
す
ま
せ
る
o
こ
れ
.な

ど

は

：勞

銀

，の

高

い

日

本

人

を

使

ふ

ょ

り

遙

か

に

，

い
ゝ
と
思
つ
て
ゐ

. 

. 

- 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

る
。'
安
い
苦
力
に
ょ
つ
て
> 

捆
り
出
さ
れ
た
石
炭
は
安
く
大
量
な
捌
け
：ロ
が
あ
ら
ぅ
。
：つ
凌
り
販
路
を
廣
ぐ
品
物
を
安
く
す
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
日
本
が
富
ん
で
行
く
。
と
ん
な
處
に
資
本
主
義
の
大
變
好
も
し
い
姿
が
あ
る
。」

f
i2r
•七〕

こ

れ

が

：直

木

.氏

の

資

本

主

義

觀

で

あ 

る
。
支
那
苦
力
搾
取
す
.べ
し
。
日
本
の
失
業
素
は
放
つ
て
盧
け
。
こ
れ
は
確
か
に
日
本
勞
働
者
の「

戰
慄j

で
あ
る
。
し
か
る
に
撫
順
炭 

は
日
本
に
安
く
入
ら
な
い
や
ぅ
に
協
究
が
.出
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

小
說
家
直
木
氏
は
そ
ん
な
事
實
は
知
ら
ぬ
で
も
濟
む
か
も
知
れ 

ぬ
。
直
木
氏
の
資
本
主
義
打
倒
の
根
本
思
想
は
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
內
容
が
土
田
杏
村
氏
の
所
謂
國
民
主
義
的
、
國
家
主 

蕤
的
な
る
も
の

で
あ

り

、(

註
3£
八
> 

室
伏
氏
を
し
て
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
に
あ
ら
ず「

帝
國
社
會
主
義」

で
あ
る
と

い
は
し
め 

た
も
の
で
あ
る
"
o

® 

•

九
九〕

か
く
の
如
き
意
味
に
お
い
て
、
■國
民
主
義
は
一
.
の
フ
ァ
ッ
シ
.ズ
：ム
の
li
要
な
栽
#

で
あ
る
。,

C

註
五
五)

双
代
世
相
，

二
七
页 

.

:
(

註
五
六〕

.肢
木
三
十
五
第
部W

の
#
見

il
l
束日

：：！
新

聞

昭

和

七.5
,
|月

十

|
,
日

S

五
七
V

#
卷ファッシヨ談フ

r
プシ

X
ム昭和七年三月第

一

號：
'
六
頁 

- 

C

註
五
八)

.
前
揭 

•

■cff
e
-五
九)

H
本

フ

r
ッ

シ

ズ

ム

の

特

質

：

' 

.
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, 

.

國
粹
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
は
い
ふ
。「

少
く
と
も
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
：ム
は
先
づ
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
め
い
め
い
に
抱
い
て
ゐ
る
日
本
人
意
識
1
 

.
' 

.
■ 

: 

:

俺

は

日

本

人

だ

ぞ

、

俺

は

日

木

人

、

日

本

の

國

民

だ

と

い

ふ

こ

と

に

於

て

始

め

て

人

間

だ

と

い

，ふ

考

へ

を

し

つ

か

り

把

握

し

て

、

一
つ

I

ひ
民
族
的
信
念
の
下
に
園
結
し
て
、
强
ー
辭
絳
の
办
で
社
會
疋
義
を
主
張
し
て
K
を
#
 く

レ
て
行
か
う
V
,わ
ル
わ
れ
國
坡
も
丼

^

共 

榮
，
お
互
に
幸
福
に
な
ら
う
、
坐
活
も
確
保
し
て
行
か
う
、
と
い
ふ
.1'

大
國
民
運
動
を
起
さ
う
、，
そ
れ
が
そ
の
：贬
本
精
神
で
あ
る

C
.

.

 

:
そ
こ
で
日
本
に
は
、
.某
獨
自
の
日
本
フ
I

K

.ム
が
現
は
れ
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
o
'某

獨

i

と

は

、
：
世

见

に

お

け

る

n

本
の 

立
#
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本
國
內：

の
政
治
、
產
業
、
敎
育
、
宗
敎
、
軍
.事
等
々
.を
綜
合
し
た
客
觀
的
狀
勢
を
考
察
.す
る
と
共
に
、
日
.本
人
、
日
本
國
讨 

と
い
ふ
も
の
を
歷
史
的
に
も
傅
統
的
に
も
、
文
化
的
に
.も
、
全
部
的
に
理
解
會
得
し
て
、
イ
タ
リ
イ
的
で
も
、
ド
イ
ツ
的
で
も
ロ
シ
ア 

的
で
も
、
ア
メ
リ
カ
的
で
も
な
い「

全
體
：日
本
.

」

を
觅
出
し
、
す
べ
て
の
：思
索
の
、
行
動
の
根
賴
を
こ
：の
點
に
.遛
く
と
.い
ぷ
こ
：と
で
あ
る
0」 

C

驻
六
〇〕

ま
た
太
.'日
本
生
.產
黛
が「

大
日
本
生
義
を
以
て
國
家
の
經
偷
を
行
ふ
に
あ
り」

と
い
ふ
主
義
を
樹
て
た
の
も
、
こ
れ
に
均
し
い
。

(

訪
六
0)

日
本
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
早
わ
か
リ

…

フ
ァ
ッ
ジ
ズ
ム

•-

填
•一m
. 

I

こ
の
國
早
王
義
的
倾
向
は
社
會
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
的
傾
向
を
有
す
る
も
0:
'
:に
あ
つ
.て
は
、
共
產
主
義
イ
.ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
否
宛
と
な

.

.
 

.
 

.

つ
て
現
は
れ
る
。「：

マ
ル
ク
ス
虫
義
的
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
.ル
，
の

誤

謬

は
;'
人
願
の
鬪
爭
歷
史
^ /
險
級
的
に
の
み
認
識
し
.て

之

を

.民

族

的 

爻
は
國
埕
的
に
認
識
せ
ざ
る
所
に
I

O
故
に
彼
等
の
主
張
に
ょ
れ
ば
、
；各
國
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
丨
ト
欣
各
國
の
ブ
ル
ジ
i

ア
ジ
丨
と
の 

間
に
.の
み
階
級
的
利
雰
不
一
致
が
あ
つ
て
、
各
國
の
ブ
ロ
ノ
レ
タ
リ
ア
丨
ト
の
間
は
國
際
的
聲
の
不
一
致
は
な
い
_

か
ら
、
各 

國
の
フ
口
レ
タ
リ
ア

V
ト

は

隱

的

統

，一
戰
線
を
形
成
し
つ
、
、'.各
國
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
&

し
て
^
鈒
圆
攀
を
敢
行
し
て
ゆ
せ
ば
-
 

ょ
い
こ
と
に
な
る
。
ゝ
こ
、
.に
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
.と
い
ふ
統
一
的
阈
際
協
カ
の
可
：鮮
性
と
安
當
性
と
：が
坐
じ
て
く
る
_

で
あ
る
。
マ
ル 

ク
主
義
的
イ
ン
タ
ア
.ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
反
對
す
る
我
々
ぼ
、各
國
の
ブ
ロ
レ
'夕
；=
,ア
ー
ト

.

ゆ
、
階

敬

_

帶

と

.
共

に

民

族

闘

^
CD
m
卷

き

を

卩
本
沁
お
■け
る
'フ
ァ
少
シ
ズ
'
ム
，の

槪

敗

:

七
^

、
二
一
九
'九
ン



0 :
本
に
お
け
る
フ
ァ
ツ
シ
ズ
，ム

.の
槪
觀

.

. 
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i 

:八

〇

(

一
二

0

0)
も
脫
す
る
こ
と
は
⑴
來
な
い
と
認
識
す
る
が
故
に
、
.
.共
鹿
谶
の
中
：張
す
る
が
如
き
國
際
晰
統
一
戰
線
を
形
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
り 

と
認
め
る
。
從

つ
て
、
現
に
#

在
す
る
笫一 
ニ
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
如
き
は
、
蒽
の
意
味
に
お
け
る

各

國
無
產
大
衆
の
阈
際
的
團
結 

，で
は
な
く
し
て
、
ロ
シ
ア
共
淹
黨
を
中
軸
と
し
て
、
こ
れ
に
迎
合
す
る
各
國
の
極
少
數
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
統
ー
戰
線
に
過
ぎ
な 

0
も
.の
¥
斷
言
す
る
0:」
_

六

-)

獲

1

^
ン

タ

界

尤

^

，

働

！

結

實

ょ<D
.
#
n1:
:
-
ン̂
_
加
<:
ゼ

今

日

：
で

ぼ

へ

空
<:
;
|
.へ
侧
の
滑
稽
_
る
ナ
.ン
.セ
^
ス
と
化
L>
て
：ゐ
，る
が
、
併
し
ぞ
れ
は
實
際
に 

お
^
で
ば
、
.一
ナ
ン
^.
ン
.

K

磁
土
に
、

^
^
^

_
.の
侵
略
的
爪
牙S

#

卧
お
®
し
で
ゐ
る
：£
と
セ
#

が」

と
6

.

& 

..い

;

8;
六
—:
>

峁
松
兇
腐
箸
.新
拗
说
遝
.動
.の
蕺
調
昭
釉
七
年
四
月
刊
.

f

l

i

H

，
一

」

v

s

 

六

-—
：
—

 

'

.

'

 

'

:;
>
:
:イン
タ
ア
ナ
シ
？
ナ
ル

0
否
定
は
、
^

部
的
な
ネ
¥
タ
て
ナ
シ
B
ナ
ル
の
：否
.楚
で
比
fe
.
w
c,然
り
、
.彼
等
は
新
ら
た
か
イ
ン
タ
ア
ナ 

シ
.ョ
尹
ル
を
起
ぜ
'と
张
張
す
を
0
厂
-
:
.
:
.
“マ
3
 

「

菩
々
は
日
本
中
.心
0
イ
ス
タ
ブ
ナ
，シ
W
ナ
ル
に
反
對
：ず
べ
き
何
等
の
.理
凼
は
な
v>
b
そ
し
て
.日
本
が
、
あ
ら
ゆ
る
賺
で
イ
ン
タ
ア 

ナ
シ
3
ナ
ル
の
中
心
と
し〕

て
、.今
^
の
世
猓
列
國
唞
歡
も
逾
俗
で
お
各
と
ど
を
岛
任
す
を
に
^
躍
す
ぺ
ホ
理
的
は
尙
ほ
觅
ら
な
い
。 

へ
日
本
，を
中
.心
と
す
る
第
四
'イ
ン
.ダ
.丨
を
起
ぜ
：*
-
.
\
歌
グ
は
ぞ
ケ
呌
ぶ
、
，そ
ぅ
叫
ぶ
£
.
.と

：の

必

要

を

渐

切

に

感

本

る

0
ア
メ
リ
カ
は
ド 

ル
忆
ょ
つ
て
.、：：
イ
ギ
”
ス
は
悔
軍
杧
ょ
つ
て
、
：ロ
シ
.ァ
樣
共
產
主
義
把
ょ
つ
て
、
世
界
進
/1
*|:、：
佌
界
併
！|

を
計
る
。
a
本

は

國

體

'
の

發
拈
に
ょ
つ
て
阽
象
ル
義
の
發
现
に
ょ
つ
て
、
11
1
;#
進
川
を
計
る
ベ

き
だ
。
s
fr
f
e六
三
^

日
本
無
產
階
級
の
と
る
ベ

‘
き

イ

ン
タ
ア
ナ 

シ
ヨ
ナ
ル
は
ア
ジ
ヤ
の
被
鍾
讨
族
を
統
一
す
る
笫
五
イ
ン
タ
ア
ナ
シ

"■ナ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら

.ぬ
。
望
イ
ン
タ
ア
ナ
シ

ヨ

ナ

ル
/ 

は
級
礼S

：

イ
ン
タ
ア
ナ
、て
ナ
ル
で
は
な
く
し
て
、
强
'

族
と
弱
小
.民
族
とQ

g

當

S

チ

f

 Q

だ
。
し
か
し
て
、
こ
の
斩 

イ
ン
タ
ア
ナ
シ

"

^
ル

の

處

的g

位H

立
つ
ベ
I

Q
は
、
わ
が
H
本
で
あ
る
が
、
こ

れ

が

た

め

に

紫|

步
と
し
て
、
先
づ
資 

本
、議

H

木
を
打
倒
し
て
、
社

室

義

n

木

の

變

に
I

ね
ば
な
ら
g
c」

、
K

四)

0
評
ブ
三)

.
舄
久
刃
植
跟
前
^,
#

'
五
六
K
-

ハ
註
：六
0

:
赤
松
.克
赠
'.
:
前
竭
書
：
5

丁
五
I
l
iJJ
l

.

::

イ
ン「

ク
ア
ナ
シ
：，
ナ
ル
，の
态

て
.
$共
通
的
態
度
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
た
ぐ
に
门
本
フ
ァ
ッ
シ
.

™の
み
な
ら
ず
、
國
際
的
フ
ァ
ッ
シ
"
金
體
を
通
じ
て.

Q

共
同g

斤
匕
n
r小
 

で
あ
る
.

O.V

フ
ァ
ッ
シ
a
遝
動
の
最
も
主
奔
な
る
檩
的
.は
抆
蓮
生
義
.で

彥

ー

と

い

ふ

べ

喜

含

？
こ
の
意
味
に
.％
^

第
三
イ
ン
タ
' 

ア
ナ
シ
ヨ
ナ
ル

’
の
.否
宛
は
、
；そ
の
對
極
た
る
帝
國
生
義
の
.主

張

，

あ

る

と

共

に

、

共

產

主

義

反

對

で

あ

る

0
。

.

.

イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
益
、
而
し
て
、
新
イ
ン
タ
ア
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
创
殼
、こ
れ
は
漆
松
氏
の
い
ふ
言
に
了
ジ
了
イ
ン
タ
ア 

ナ
シ

f
ナ
，ル
.へ
，Q

主
.張
で
あ
り
、
太
川
周
明
氏
な
ど
の
太
：服
細
逝
主
瀵
と
湘
通
^
る
も
'
0
が
あ
る
で
糸
^
ぅ

タ

而

心

そ

、
ハ

こ

の

經

濟

的

极

據
i

す

もq

■は

ノ

めS

S

靂

鑛

S

で
f

る

。

资

源

は

一

1
:

經

濟

の

戏

，礎

條

件

で

あ

る

。

靈

甚

な

る

國

托

經

K

は
資
本
主
義
的
立
場
を
忘
て
も
、
發
展
性
が
少
な
い
こ
と

ト
本
に
お
け
る
フ
r
.
.
'
ッ
シ
ズ
ム
の
慨

!|
«

■

八
'i 

C
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ニ 
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へ
日
本
：に
お
：け
る
フ
ア
：ツ
シ
ズ
.ム
，の
；槪

铖

.
八
ニ 

'

2-:
:
2
0

,

、

.:

は
勿
論
:;
;
>春
生
義
的
立
場
を
と
つ
て
も
、
_

民
生
故
0
安

定

を

埘

ず

：る
：

£

^
は

困

難

で

あ

：
る

。
：資

本

主

義

日

本

0 

.

.進
資
本
主
義
國
象
0
行

詰

り

：ょ

り

は
_
著

セ

あ
.る
，

极

本

原

因

も

：こ
>

に 

抓
等
の
.國
々
^
獨
占
し
て
じ
$

つ
て
‘
資
源
贫
翡
な
る
日
本
が
侵
略
主
義
ぬ
_
難
を
恐
れ
.て
>

.1
1
1
-界

平

.和

め

汝

め 

.營

養

不

岚

.の

生

活

を

し
.な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
義
務
は
な
い
赘
だ
。

六
五 >

 

乙
の
資
源
缺
乏
論
及
び
务
の
獲
得
論
が
ノ
い 

論」

と
な
'つ
た
滿
蒙
は
日
本
.の
生
命
線
と
い
ふ
常
識
的
主
張
に
近
い
が
钇
知
る
こ
と
：が

に「

我
黨
は
入
種
平
等
廣
源
衡
平
の
原
則
の
上
：に
新
#
界
秧
序
：の
：創
造
を
期
す」

と
：い
ひ
、
愛
國
.勤
勞
黨
は
.「

吾

黨

は

-日

本

民

族

の

世

界

的
使
命
を
高
唱
し
、
人
截
平
等
資
源
衡
平
の
原
則
.の
上
に
國
際
茈
義
：の
確
立
.を

期

す」

：と
：宜

言

し

て

ゐ

る

の

.：と
同
じ
で
あ
る
ー
。

'.
そ
れ
は
、

. 

•
. 

. 

.

.

. 

- 

.

.

. 
. 

. 
/ 

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

. 

. 

.

.

.

.

.

世
坭
W
分
割
の
主
張
で
：あ
る
。：
そ

し

て

そ

.0
先

頭

に

日

本

を

趄

た

し

め

；や

ぅ

：と

す

る

：の

で

あ

さ

0 :

そ

れ

は

、
ヾ
ク
ー

デ
.ン
ホ
V

フ
の
'世

界 

五
大
ブ
ロ
ッ
ク
國
家
論S

燒
き
直
し
で
あ
り(

註
六
六〕
從
つ
て
ブ
ル
ジ
ロ
ア
的
ィ
デ
オ
口
ギ
ー
で
あ
る
。 

(

註
六
五)

赤
松
克
麿
著
'前
揭
書
.七
'七
莨
：

_

國
民
主
義
を
檩
榜
す
る
：フ
？

シ
ズ
：ム
は
、：：1

:の

全

體

生

義

的

立

：場

：に
あ
：る
の

：
で

- 

ム
：聯
盟
ゆ
そ
わ
宣
言
に
い
，ふ
。「

腐
敗
混
濁
せ
る
政
黨
閥
族
0
跳
梁
梂
€

極
り
な
き
非
國
^
§
資
本
國
と
相
結
び
、
私
慾
黨
利
の
爲
め 

に
、
政
權
爭
奪
に
.の
.，み

腐

心

し

、

私

鐵

交

亙

に

睛

政

を

塵

斷

し

て

‘娥
虎
の
如
き
對
立
狁
争
を
之
れ
事
土
し
、
國
家
民
人
の
安
危
は
棄
て 

、
橄
み
ず
、
吾
等
祖
先
の
地
、
今
や
山
河
淸
徒
ら
に
長
て
に
:1
>
て

餓

年

到

處

に

横

は

：る

：の

)

狀
、眞
.に
怼
ぶ
.能

：は.ざ
る
も
の
.が
あ
る
。
無
能

. 

■ 

' 

.

■ 

■
■
■

-
.
 

. 

. 

.. 

■ 

: 

■ 

■
;

m m

無
塵
黨
に
至
り
で
は
’
奈

の

利

福

擁

窘

叫

び

ミ

ノ

抵

ぼ

&

の
限
り
を
盡
く
し
ぐ
彼
腐
り
映
ふ
べ
き
ィ
言

に
^
い
.て
勞
働
者
を
^
蒙

し

、
農
拔
を
破
滅
に
禪
ぐ
忙
過
ぎ
ず
0 

;
'，吾

：々

は

お

互

に

手

を

癖

べ

て

ヵ

ら
^
放
さ
れ
た
る
新
日
本
を
提
げ
て
世
界
に
勇
飛
す
る
ま
.で
戰
つ
て
戰
つ
て
戰
ひ
拔
か
ぅ
で
は
な
い
か
。」

、
驻
六
£

..

(

註
六
.七)

：
R
本
フ
ァ
.ッ
シ
ズ
ム
笫I

宣
貧
日
本
.フ 

>
:ッ
シ
ズ
.ム

笫

j

號

.
1

三K
.

日
木
國
最
會
鐵
準
備
會
は
新
黨
の
性
質
と
し
てr.

一
、
：
國

民

主

義

の
_

る

こ

と

、
ニ
.
、

 

一
、f
 

る

選
|

な

ら

ぬ

こ

と̂

規

梵

し

：て

を>
、
民
主
虫
義
政
治
に
つ
い
て
、
下
中
氏
め
演
說
中
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。.「

斯
か
る
資 

本
主
義
末
期
の
惱
み
は
世
坭
的
に
は
t

、
四
•
五
十
年
^
.
.日
本
的
m
は
.、11

十
年
間
昼
つ
七
の
圾
主
生
義
政
治
の
所
產
な

の

で

あ

つ 

て
、
世
|

濟
の
破
綻
|
延
い
て
日
本
の
經
濟
的
行
詰
り
は
：國
坭
坐
活
を
底
變
ね
.恐
怖
！

ら
し
て
し
ま
ひ
玛
主
办
義
：政
治
夫
れ
自 

身
こ
0
經
濟
的
苦
境
を
救
濟
す
べ
く
全
<

無
カ
だ
と
哀
ふ
事
を
暴
露
し
た
も
の
'で
.あ
.り
ま
す
0
1_
-(

1

ハ
>\
-
'
0
ノ
^
^
^
~
.

か

く

の

如

き

見

解

は

？

愛

國

勤

勞

霧

が

「

五

最

は

：資

本

主

義

の

傀

儡

た

る

特

權

政

黧

と

國

性
を
無
視
：せ
る
無
產
政
黨
と
に
銳
く
f

 

し
、
之
が
克
服
を
期
す
し
を
い
ひ
、
大
.日

本

坐

產

黨

が

そ

の

政

治

綱

領

に

お

い

て

「

金

融

財

間

，の

寄

生

蟲

政

友

民

政

兩

黨

の

絕

對

排

擊

、
共 

產
m

全
#

5K

流
^
產
黨(

全
國
勞
働
大
衆
黨 >

 

社
會
民
主
主
義
黨(

社
會
民
衆
黨)

の
棑
擊
J
f'

晴
ら
が
に
揭
？

ゐ
る
の
に
照
應
し 

て
ゐ
る
の
で
.あ
る
。
か
く
て
*,政
黨
政
治
の
排
擊
はI

S

ァ
ッ
シ
ズ
ム
全
體
の
：傾
向
な
る
か
の
如
く
で
あ
：る
；
0

1>
か
し
フ
協
カ
內
閣
連
動
の 

主

張

者

中

盤

剛

義

の

主

張

は

、
_

政
治
の
單一

:'

支
配
化
に
.ょ
づ
一
て
：
、

ン

と
し
た
點
唉
お
い
.
て
は
、
.

所
謂
政
黨
政
治
家
：の
.
憲
政
常
遒
論
か
ら
離
れ
た
も
の
.

と
い
：は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

'

_

0
本
に
ぉ
げ
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
太
の
.槪
觀 

八

三

>
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.か
本
に
お
け
る
？
ア
ク
シ

'

ズ
ム
の
槪
.觀 

八

四

c
r
l
o
s

)

: 
一
'

'

' 

:

&
六

八

>'.
;
日

本

i

 

:

.

-.
.か
く
の
如
も
广
日
本
ブ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
也
共
通
ず
る
要
素
ば
第
—-
に
は
フ
滿
蒙
間
題
を
契
機
と
す

.
ゆ

|
の
：帝
國
生
義
で
あ
る
こ
と
择

赤̂
松
氏
辦
带
國
主
義
は
强
末
國
民
の
阈
民
主
義
で
夯
る
と
い
ふ
运
徵
レ
て
も
^
が 

つ

.と
も
、
赤
松
氏
は
ア
ジ
ア
，
ホ
ン
'タ
：ア
：ナ̂
ョ.：.ナ

ル

'の

酋

班

広
«
ず
4
ぎ
某
ぞ
强
大
幽
民
：の
.

«

に
«

へ
弋
ゐ
&

い
が
！)

.

(

註
六
九)

而

.

 

.

.

.

.

.

. 

‘

/
し
て
、
：こ
の
國
段
生
義
'の
.遂

行

に

當

.
る

も
(0
,は
、
旣
成
議
會
政
治
家
：で
は
.な
い
。
そ
‘
の
勢
.ガ
ば
何
で
办
る
か
。
：日
本
フ
'
?
シ
ズ
夂
聯
盟

• 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

の
的
.姆
厳
氏
は
。「

現
抱
世
界
の
ど
ん
，な
强
國
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